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　　　　　　　　　　　　　　　要旨

　アンジオテンシン1変換酵素（ACE）を阻害することで血圧の上昇を抑えるこ

とができるという観点から、ACE阻害作用を示す食品の研究が数多く行われて

いる。本研究ではまず、著者が所属する研究室において長年研究し、試料が

豊富にあるキノコを対象にACE阻害についてのスクリーニングを行った。その

結果、キノコには多くの種でACE阻害が見いだされた。第1章はこのスクリーニ

ングの結果とACε阻害を示した主要なキノコの阻害成分の性状の検討結果を

示した。またさらに、その中でも特に阻害効果の強かったシメジモドキ

（Rhodophγ〃us　c〃yρeatus（L．ノOuer）の阻害成分を単離、同定した結果も併せ

て示した。次いで、第2章では、キノコ以外の植物性食品である野菜類や果実

類、豆類などのACE阻害についてスクリーニングをし、その結果、豆類が全体

として非常に強い阻害効果を持つことから、その活性成分について研究を行っ

た。

第1章：キノコに含まれるACE阻害物質について、野生種を中心に計388品

種を調査した。熱水抽出物のACE阻害を調べた結果、シロタマゴテングタケ、

ドクツルタケ、シメジモドキ、キニガイグチなどのキノコに強い阻害が認められた。

分類学上の科では、ホウキタケ科、モエギタケ科、ノボリリュウタケ科、イッポン

シメジ科などの科に強いACE阻害が認められた。栽培種ではヌメリスギタケ、コ

ムラサキシメジ、ウスヒラタケ、ヒラタケなどにもあまり強くはないが阻害が認め

られた。次に、スクリーニングでACE阻害を強く示し、試料の確保できた主要食

用キノコ計23種について、阻害物質の性状を調査した。熱水抽出物のACE

阻害では、シメジモドキ、スミゾメシメジ、ホウキタケ、コウタケなどのキノコに強

い阻害が認められた。各キノコの抽出固形物のIC5。値は、ヌメリスギタケ（野生

種、栽培品）、コウタケ、ホウキタケ、スミゾメシメジの順で強いことが示された。

透析膜による分画では、キノコの種類によりACE阻害を示す物質に特徴があ

ることが示され、シメジモドキでは低分子成分に、ヌメリスギタケでは高分子成



分の方に強いACE阻害を示した。

　食用キノコで最もACE阻害が強く、低分子成分が予測されたシメジモドキに

ついて、ACE阻害成分の単離を試みた。シメジモドキの70％エタノール抽出画

分を種々のクロマトグラフィーにより分画を行い、精製操作を繰り返したところ、

阻害物質が単離された。本物質はNMRスペクトルなどの検討により、ニコチア

ナミンであると同定された。シメジモドキに含まれるニコチアナミン量は乾物

100gあたり1　3．2mgであった。また、その他の主要食用キノコ22種について、ニ

コチアナミンの有無を調査した結果、ホウキタケにのみ乾物100gあたり28．7mg

含有が認められた。イッポンシメジ科ではシメジモドキ以外には含有が認められ

なかったが、ホウキタケ科では他の種にも存在が認められた。

第2章：植物性食品29科124種類について、ACE阻害能をスクリーニングし

た。阻害はミツバアケビ、チコリー、エダマメ、ジャガイモ（ワセシロ）、サヤインゲ

ンの順で強かった。食品郡別によるACE阻害は、穀類、果実類で弱かったが、

キク科やウコギ科、ナス科、アブラナ科の野菜類、マメ科の豆類において強い

ことが示された。これまでのスクリーニングで試料とした豆類のほとんどがACE

を強く阻害し、阻害成分としてニコチアナミンを含むものが多いことが明らかに

なった。そこで、豆類41種類の熱水抽出液のACE阻害を測定したところ、ナタ

マメを除きいずれも強い阻害を示した。IC5。値の比較ではササゲ属が他の属と

比較して阻害能が弱い傾向が見られた。豆類のニコチアナミン量は、絹さや

（生）で乾物100gあたり77．Omgと最も多く、インゲン属、ダイズ属、エンドウ属

などでは、ほとんどが乾物100gあたり30～55mgと豊富に含まれていた。冷凍

品を除いた属間の比較では、ササゲ属はエンドウ属、インゲン属、ダイズ属と

比較して有意にニコチアナミン量が少ないことが示された。また、豆類抽出物の

ACEに対するIC5。値はニコチアナミン量と相関があることが示され、そのときの

抽出物中ニコチアナミン量は、ニコチアナミン標品の1C5。値と一致していた。こ

のため、豆類熱水抽出物のACE阻害は、ほぼニコチアナミン単独で発現して



いるものと推測された。

本研究により、シメジモドキやいくつかのキノコとマメ科植物にACE阻害を示

すニコチアナミンの存在が示された。ニコチアナミンは広く高等植物に存在し、

鉄、亜鉛、マンガンなどの金属栄養素の体内輸送において必須であることが報

告されていることから、植物性食品の血圧降下機能の中心をなすものと考えら

れた。しかし、アスパラガスやフキ（茎）のように野菜の中にもニコチアナミンが

ほとんど検出されない種もあり、他の強い阻害成分の存在も予想され、新しい

機能性物質の発見も期待された。

　食品中のACE阻害能は、医薬品のACE阻害薬などと比較するとかなり弱

い。しかし、様々なACE阻害含む食品を摂取することにより、薬剤に頼らず、正

常血圧を維持することができれば、一次予防の観点から非常に有益である。

本研究を通じて、今後、我が国の高血圧予防に幾分かの貢献ができることを

願っている。
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　　　　　　　　　　　　　　緒言

　厚生労働省は、メタボリックシンドロームに関して、40～74歳については男性

の2人に1人、女性の5人に1人がメタボリックシンドロームを強く疑われる、

または予備軍と考えられる1）と推計している。また、平成20年4月から医療保

険者（国保・被用者保険）において、40歳以上の被保険者・被扶養者を対象と

し、内臓脂肪型肥満に着目した健診及び保健指導の事業実施が義務づけら

れることから、生活習慣が疾病に及ぼす影響について関心が高まっている。

　メタボリックシンドロームの診断基準では内臓脂肪型肥満であることと同時

に、血糖、血圧、血中脂質についても診断基準としている。それらは生活習慣

のうち食習慣によって影響を受けることから、食と生体機能との関わりに関心

が集まっている。

　特に、血圧に関して、高血圧性疾患は性・主要疾病別総患者数において最

も多く1）、60歳以上の5割以上の人が高血圧であるとされる。高血圧は、動脈

硬化の第一危険因子であるため、適切な治療をしないまま放置しておくと、心

筋梗塞や脳血管障害などを引き起こす危険性が高くなる。また、高血圧の患

者は加齢とともに増加する。日本は、平成17年に65歳人ロが20％を超え1）

超高齢社会をまもなく迎える。高齢者の割合は、世界と比較して急激に増加し

ていることからも、高血圧の予防対策は緊急の課題である。

　血圧調節の機序において、レニン・アンジオテンシン（以下RAと略）系は血

圧上昇に関わる代謝系のひとつであり、キニン・カリクレイン系は血圧降下に

関わる代謝系である。

　RA系における昇圧機構は、以下の流れで行われる。血液量と血流量の減

少により、レニンが腎の傍糸球体細胞より血中に分泌される。レニンの放出に

より、肝臓から分泌されたアンジオテンシノーゲンがアンジオテンシン1（以下A

Iと略）に変換される。次に、肺の毛細血管内皮細胞より分泌されるアンジオテ
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ンシン1変換酵素（以下ACEと略）により、昇圧物質であるアンジオテンシンll

（以下A皿略）に変換される。降圧治療において第一選択薬として用いられるカ

プトプリルなどACE阻害薬は、AIからA皿への変換を阻害する。これにより、A

∬によって分泌が活性化されるアルドステロンの分泌量が減少し、腎臓でのナ

トリウム排泄量が増加することによって血圧降下作用を示す。

　また、キニン・カリクレイン系で生成するブラジキニンは、内皮由来の血管拡

張物質である一酸化窒素、プロスタグランジンの産生を刺激することにより血

圧を低下させる作用がある。ACEは、ブラジキニンを分解するキニナーゼ皿と

同一である。そのため、ACE阻害薬はACEと同時にブラジキニンの分解も阻害

するため、ブラジキニンが蓄積、増加する。

　このようにACEを阻害することで血圧の上昇を抑えることができるという観点

から、Cushmanらの報告2＞以来、ACE阻害作用を示す食品の研究が数多く行

われている3）。また、タンパク質の加水分解によって生じるペプチドのACE阻害

作用が注目され、ラクトトリペプチド（Val－Pr。－Pr◎，　Ile－Pre－Pro）4）やサーディン

ペプチド（Val－Tyr）5）などすでに特定保健用食品として許可されているものもあ

る。

　しかし、これらの研究の多くは対象食品のタンパク質を種々プロテアーゼを

用いて加水分解し、生成するペプチド類のACE阻害を検証したものがほとんど

である。そのため、強力な阻害作用を持つペプチドが得られた食品といえども、

その食品をそのまま摂取したときに、その機能を期待することができない。その

ため、将来、加熱調理を経て食品を摂取したとき、直接ACE阻害効果を期待

できる、熱水抽出物にACE阻害作用を見いだすことを考え、本研究を計画した。

高血圧治療ガイドライン2004年版の生活習慣の修正項目には野菜や果物の

積極的摂取があげている6）。そこで、本研究では野菜やキノコなど植物性食品

のACE阻害を広範囲に検討し、今まで知られていないACE阻害食品の探索を
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目的として実験を行うこととした。

　本研究ではまず、著者が所属する研究室において長年研究し、試料が豊富

にあるキノコを対象にACE阻害についてのスクリーニングを行った結果を示し

た。その結果、キノコには多くの種でACE阻害が見いだされた。第1章はこのス

クリーニングの結果とACE阻害を示した主要なキノコの阻害成分の性状の検

討結果を示した。またさらに、その中でも特に阻害効果の強かったシメジモドキ

の阻害成分を単離、同定した結果も併せて示した。次いで、第2章では、キノコ

以外の植物性食品である野菜類や果実類、豆類などのACE阻害についてス

クリーニングをし、その結果、豆類が全体として非常に強い阻害効果を持つこ

とから、その活性成分について研究を行った。各章の研究目的については、各

章、第1節の緒言に記述した。
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　　　　　　　　第1章キノコのACE阻害活性

第1節　緒言

　日本は南北に長く気温の変化が大きく、雨が多い湿潤な気候のため多くの

キノコが自生すると言われ、その数は5000種以上になるとされる。そのうちの

数百種が食用可能なものとして図鑑などに収録されているが、未だに食毒不

明なものも多い。しかし近年、多くのキノコが人工栽培されるようになり、平成

16年の統計では2300億円を超える生産額となっている。採算性などの問題に

より市場には出ていないが、多くの品種で人工栽培が可能とされており、今後

ますます新しい種のキノコが食卓に上ると予測される。

　栄養学的には、キノコはビタミンD2の良好な給源であるが、これは前駆体の

エルゴステロールより、環境紫外線により生成したものである。また、食物繊維

に富む低エネルギー食品として、エネルギー摂取過剰な現在、特に評価されて

いる。

　キノコ類はレイシやブクリョウなど漢方薬に利用されているものがあり、古くか

ら生体調節機能を持つ食品として知られている。キノコ類の生体調節機能とし

ては、生体恒常性の維持（ホメオスタシス）、生体防御、疾病回復能、癌、脳卒

中、心臓病などの予防と改善効果、脱コレステロール、高脂血症改善、抗血栓、

血圧降下、血糖降下など多岐にわたる有効性が証明されつつある7）。

　キノコ類の血圧に及ぼす機能として、ACE阻害能について幾つかの研究が

あり、ハタケシメジ8）・9）・10）、アガリクス茸（ヒメマツタケ）11）・12）、ヤマブシタケ、レイ

シ（マンネンタケ）12＞、シイタゲ2）・13）、マイタケ14）、タモギタケ1　5）などが報告され

ている。また、ブナハリタケから抽出されたイソロイシルチロシンを関与成分とし

て特定保健用食品が販売されている16）。しかし、これら研究されているキノコ

は人ロ栽培されているわずかな種類に限定されており、その他多くの種につい

ては、試料の入手が困難であることもあり、ほとんど研究されていない。
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　著者の所属する研究室では、以前より多くの種のキノコの採集を行い、凍結

乾燥粉末として所蔵しており、これらのACE阻害についてスクリーニングを行う

こととした。そこで、まず所蔵する388種のキノコのACE阻害活性についてスク

リーニングを行い、多くの種にACE阻害が認められた。

　本研究では、食品の機能性の探求という視点より、これらACE阻害の認め

られたキノコのうち、食用となる阻害活性の高い種について、さらにその活性成

分の性状を明らかにすることとした。すなわち、スクリーニングにおいて、比較的

阻害活性が高く、試料の量が確保できる、野生種のキノコを中心に、栽培・市

販品のキノコを加えた計23種類を選択し、阻害成分の分画を行い、検討を加

えた。ついで、この結果を参考に、最も強くACE阻害を示したシメジモドキ

（Rhodoρhy〃us　c／yρeatus（L．ノOuer）を選び、そのACE阻害成分の単離、構造

決定を目的に実験を行った。シメジモドキは、イッポンシメジ科に属する食用キ

ノコであり、バラ科の樹木に菌根を作り、春頃その樹下に生えるため、別名ハ

ルシメジとも呼ばれるキノコである。
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第2節　キノコのACE阻害活性のスクリーニング

　実験方法

　　1．試料と試薬

　試料は野生キノコを中心とした47科、合計388種のキノコである。各キノコ

試料は、表1～10に50音順で示した。また、各科の試料数を表11に示した。

試料は、採取後直ちに可食部以外を取り除き、洗浄後、－40°Cで急速凍結し

た後に凍結乾燥し、ミキサーで粉砕した。粉末試料は密閉して冷蔵庫に保存し、

適宜実験に使用した。

　ACE阻害活性の測定に用いた基質は、ペプチド研究所のHippuryl　Histidyl

Leucine（以下H－H－Lと略）を使用し、ACE（EC［3．4．15．1］）は、Sigma製ウサギ

肺由来ACEを使用した。

　　2．試料溶液の調製

　キノコ粉末2gに熱水40mLを加え、混和後、沸騰湯浴中で20分間加熱還

流した。これを氷中で冷却し、8000rpmで15分、遠心分離を行い、上清を熱水

抽出液とした。

　　3．ACE阻害活性測定

　ACE阻害活性は、Cushman＆Cheungらの方法2）を改良した方法を用いて測

定した。すなわち、H－H－Lを7mMとなるように0．2Mホウ酸緩衝液（pH8．3）に溶

解したものを基質とし、基質500μL2M　NaCl　400μL水40μLを混和後、

試料30μLを加え反応混合液とした。

　反応はこの混合液に150mU／mLのACEを含む02Mホウ酸緩衝液（pH8．3）、

30μLを加えて37°Cで30分行った。ブランクは酵素溶液の代わりに水を加えた。

IM　HCI（500μL）で反応を終了させ、酢酸エチル（3mL）を加えて生成する馬尿
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酸を抽出した。酢酸エチル層を採取し、減圧乾固後、残渣を純水で溶解し、

228nmの吸光度を測定した。阻害活性は下記に示した計算式により試料溶液

を加えたときのACEの活性低下率を阻害活性とし算出した。

　計算式：阻害活性（96）＝＝　100－｛（Sample－Blank）／（C。ntr。1－Blank）｝×100

　結果と考察

　野生および栽培キノコ、388種の熱水抽出液について、ACE阻害を測定した

結果を表12～16に示した。ACE阻害の強いキノコは、シロタマゴテングタケ

（91．2％）、ドクツルタケ（90。896）、シメジモドキ（89．5％）、キニガイグチ（88．596）、

コガネホウキタケ（83．596）などであった。

　分類学上の科ごとに分け、ACE阻害に差が見られるのか検討した（表18）。

試料数が1種しかない科は除き、試料数が複数あるものについて阻害％の平

均を算出して比較した結果、ACE阻害が強い科は、ホウキタケ科（34．596）、モ

エギタケ科（29．3％）、ノボリリュウタケ科（21　．5％）、イッポンシメジ科（21」96）、ウ

ラベニガサ科（1　9．9　026）であった。これらの科には、ホウキタケ科では、コガネホウ

キタケやホウキタケ（79．3％）、モエギタケ科では、スギタケモドキ（69．496＞、ツチ

スギタケ（69．0％）、ヌメリスギタケ（55．896）などの、5096以上ACE阻害を示す

種が見られた。また、ノボリリュウタケ科ではクロノボリリュウタケ（67．1e／o）、イッ

ポンシメジ科ではシメジモドキのみが強い阻害を示すものであった。このことか

ら、科によって同じACE阻害成分の関与が予測されるキノコと、同じ科であって

も共通の阻害成分が予測できない物があると考えられた。

　津田らη）は北海道産のキノコ136種類について7096アセトン抽出物につい

て調査をし、マンネンタケ、ツガノマンネンタケ、キツネノロウソク、コウタケなどに

65％以上の強いACE阻害が認められることを報告している。今回の研究では、

熱水抽出を行っているため条件は異なるが、コウタケのACE阻害に関してはと
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もに66％と比較的強いACE阻害が認められた。このことから、コウタケのACE

阻害は熱水に抽出される水溶性の成分以外に、アセトンに抽出される成分の

関与も推測された。津田らによって研究されたキノコと、今回著者がスクリーニ

ングした試料で、ACEを50％以上阻害するものを比較してみたが、コウタケ以

外のキノコではACE阻害能についてオーバーラップするものは認められなかっ

た。また、ツガノマンネンタケやキツネノロウソクなど、今回の試料には含まれて

いない種にも60％以上の強い阻害を示すものがあり、興味が持たれた。

　小木ら18）は、福井県産のキノコ42種類について冷水抽出物と熱水抽出物、

エタノール抽出物について報告している。今回の実験と抽出液の希釈度は異

なるが、同じ熱水抽出物において、ハタケシメジ、マイタケ、スギヒラタケなどで

強いACE阻害を報告している。しかし、今回の結果ではマイタケ（22。3％）、ハタ

ケシメジ（17．4％）は弱いACE阻害を示したが、スギヒラタケにはほとんどACE

阻害は認められなかった。これらの結果は、津田ら17）の同じ種であっても、菌

株や育成条件によって活性が異なるという報告を裏付けるものと思われる。

　今回試料としたキノコは、毒を持つもの、食毒不明のもの、食用でよく食べら

れ栽培可能なもの、食用でよく食べられるが栽培ができない野生種、可食だが

あまり食べないものが含まれている。ACEを40efO以上阻害するキノコについて、

ACE阻害の強さと食用の可否、栽培の可否について表17に示した。今回のス

クリーニングの条件では、ACEを50％以上阻害するキノコは388品種中16品

種のみであった。しかも、この中には毒キノコが5品含まれている。ACE阻害が

強いキノコであっても、毒キノコでは、たとえ活性成分に毒性が認められなくて

も、機能性を食品に利用することは難しい。また、可食であっても栽培されてい

ない野生種のキノコでは、入手が困難であり、食生活改善にあまり利点をもた

らさないものと思われる。その意味では、阻害はあまり強くなくとも、栽培種で日

常利用可能なものが評価されるべきである。今回のスクリーニングにおいては、
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ヌメリスギタケやモエギタケ科のキノコ、ウスヒラなどのヒラタケ類、マイタケ、コ

ムラサキシメジなどの栽培種には、あまり強いものではないがACE阻害が認め

られた。今後これらのキノコのACE阻害物質について研究する必要があると思

われた。

　要約

　キノコに含まれるACE阻害物質について、野生種を中心に計388品種を調

査した。熱水抽出物のACE阻害活性を調べた結果、シロタマゴテングタケ、ド

クツルタケ、シメジモドキ、キニガイグチ、コガネホウキタケなどのキノコに8096

以上の強い阻害活性が認められた。分類学上の科では、ホウキタケ科、モエ

ギタケ科、ノボリリュウタケ科、イッポンシメジ科などの科にACE阻害が認めら

れた。栽培種ではヌメリスギタケ、コムラサキシメジ、ウスヒラタケ、ヒラタケ、マイ

タケなどにもあまり強くはないが阻害が認められた。
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第3節　主要食用キノコのACE阻害

　実験方法

　　1．試料と試薬

　試料は野生キノコ21種と市販、栽培品キノコ2種の合計23種のキノコであ

る。各キノコ試料は、表19に示した日付、場所で採取、または購入した。試料

は、採取後直ちに可食部以外を取り除き、洗浄後、一一40°Cで急速凍結した後

に凍結乾燥し、ミキサーで粉砕した。粉末試料は密閉して冷蔵庫に保存し、適

宜実験に使用した。

　　2．試料溶液の調製

　　（1）試料溶液の抽出

　キノコ粉末4gに熱水80mLを加え、混和後、沸騰湯浴中で20分間加熱還

流した。これを氷中で冷却し、8000rpmで15分、遠心分離を行い、上清を熱水

抽出液とした。熱水抽出液は、一部をチューブに取り分け、ACE阻害活性を測

定した。

　残りの抽出液は、凍結乾燥した。乾燥物の重量を秤量し、その重量の20倍

量の純水に溶解したものを試料液とした。これを用いてキノコ熱水抽出物の

IC5。値を測定した。

　　（2）ACE阻害成分の透析

　試料液のe－m定量を透析用セルロースチューブ（VISKASE社製Seamless

Cellulose　Tubing：分画分子量12000～14000、以下透析膜と略）に入れ、純水

ILに対し一晩透析を行った。純水を交換しながらこれを3回繰り返した。透析

膜の内液と外液はそれぞれ濃縮後、採取量と同量の純水で溶解し、それぞれ

のACE阻害活性を測定した。
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　　3．ACE阻害活性測定

　ACE阻害活性の測定は第2節、実験方法3と同様の方法で行った。

　ACE酵素活性を50％阻害するために必要な試料濃度（mg／mし）をIC5。値とし

た。IC5。値の算出には、純水で段階的に希釈した試料溶液に対し、ACE阻害

活性を測定し、その近似曲線からACEを50％阻害する時の試料濃度を求め

た。

　結果と考察

　キノコ熱水抽出液のACE阻害活性を表20に示した。これはキノコ粉末

1．5mgから得られる抽出物の全てを反応混合物に加えたときの阻害活性を示

し、シメジモドキ（87．1　OfO）、スミゾメシメジ（80．1％）、ホウキタケ（69．6％）、コウタケ

（68．5％）の順でACEを強く阻害することが示された。各キノコ熱水抽出液にお

ける抽出固形物のIC，。を表21に示した。ヌメリスギタケ（野生種）（60μg／mL）、

ヌメリスギタケ（栽培品）（112μg／mし）、コウタケ（240μg／mL）、ホウキタケ（250μ

g／mL）、スミゾメシメジ（290μg／mL）、チャナメツムタケ（350μg／mL）、シロタモギ

タケ（410μ9／mL）、シメジモドキ（410μ9／mL）の順で強いことが示された。

　今回の結果を、渡辺らによるシイタケの粉末品（IC5。値2500μg／mL）、自己

消化シイタケ粉末品（IC5。値490μg／mL）13）と比較すると8種のキノコが自己消

化シイタケ粉末より低い値を示し、ACE阻害活性が強いことが示された。

　一定量のキノコ粉末より熱水に抽出されるACE阻害成分は、シメジモドキや

スミゾメシメジで強かったのに対し、抽出固形物当りの活性の強さでは、ヌメリ

スギタケ野生種、栽培品の両方が低いIC，。値を示した。このことは、キノコの種

類により含有された阻害成分が多様であることを示していると考えられる。

　そこで、熱水抽出液を透析し、阻害成分の分子量分布を検討した。透析に

よる分画（分画分子量12000～14000）では表22に示すように、キノコの種類
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により外液に阻害活性が認められるもの（シメジモドキ、サクラシメジ、ヒラタケ

など）、内液に認められるもの（チヤナメツムタケ、ムキタケ、ヌメリスギタケなど）、

両方に分布するものが見られた。つまり、チャナメツムタケやヌメリスギタケでは、

透析による分画の結果から高分子物質の方がACE阻害に強く寄与することが

示唆された。これに対して、シメジモドキ、サクラシメジなどでは低分子量の物

質がACE阻害に対して寄与していると考えられる。その他のキノコでは、ACE

阻害作用を示す物質として低分子物質、高分子物質を両方含んでおり、多様

な阻害成分の存在を示唆するものであった。この中で特にシメジモドキは活性

が非常に強く、またその阻害活性は透析外液、つまり低分子画分に局在して

いた。

　また、この分子量分布とキノコの分類学上の科との相関を検討したところ、ヒ

ラタケ科、キシメジ科では低分子画分に阻害が強く、モエギタケ科では高分子

画分に阻害がみられる特徴が認められた。

　ヌメリスギタケの野生種と栽培品の比較では、熱水抽出液による阻害活性

が同程度であった。また、IC5。を求めたところ野生種、栽培品ともに値が小さく、

野生種、栽培品ともにACEを強く阻害することが示唆された。しかし、ハタケシ

メジでは菌株の違いによって、ACE阻害の強さが異なる19）ということが報告さ

れており、野生種と栽培品の活性の比較については今後更に検討が必要と考

えられる。

　要約

　キノコに含まれるACE阻害物質について、野生、栽培種、市販品の食用キ

ノコ計23種を調査した。熱水抽出物のACE阻害活性を調べた結果、シメジモ

ドキ、スミゾメシメジ、ホウキタケ、コウタケなどのキノコに60％以上の強い阻害

が認められた。各キノコの抽出固形物のIC，。は、ヌメリスギタケ（野生種、栽培
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品）、コウタケ、ホウキタケ、スミゾメシメジの順で強いことが示された。透析膜に

よる分画では、キノコの種類によりACE阻害を示す物質に特徴があることが示

された。
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第4節シメジモドキのACE阻害物質の単離

　実験方法

　　1．試料と試薬

　試料として用いたシメジモドキ（図1）は、1993年5月6日、1999年4月30

日、5月4日、2000年5月7日に埼玉県蓮田市で採取したものを使用した。

試料は、採取後直ちに可食部以外を取り除き、洗浄後、一一40°Cで急速凍結し

た後に凍結乾燥し、ミキサーで粉砕した。粉末試料は密閉して冷蔵庫に保存し、

適宜実験に使用した。

　NMR測定用の重水（D20）と内部標準のTMSP
（3－（Trimethylsilyl）’・’propanesulf。nic　acid－d4　sodium　sa量t）はMERCK社製のも

のを使用した。

　　2．ACE阻害活性の測定

　ACE阻害活性の測定は第2節、実験方法3と同様の方法で行った。

　シメジモドキの阻害成分は和光純薬製ウシ肺由来ACEに対しても同程度の

阻害を示したことから、クロマトグラフィーのフラクションの阻害活性測定は、安

価なウシ肺由来ACEを用い、50分間反応させて行った。

　　3．ニンヒドリン反応

　各フラクションを測定に適した濃度に純水で希釈し、マイクロプレート

（MATRIX社製）に試料溶液60μLを採り、ニンヒドリン混合試薬（和光純薬工

業アミノ酸自動分析装置用）100　lt　Lを加え、アルミホイルで包み、Drying

Ovenで100°CJ5分間加熱した。冷却後、マイクロプレートリーダー（VERSA

max　tunable　microplate　reader）を用いて570nmの吸光度を測定した。
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　　4．薄層クロマトグラフィー

　TLCはMERCK社製Siiica　gel　60F2s4を使用し、展開溶媒はA：プロパノール

ーアンモニア水（Pr。pan。1－NH，OH＝7：3）、B：n一ブタノールー酢酸一水（BAW＝

4：1：2）を用いた。検出はニンヒドリン反応によって行った。

　　5．ACE阻害成分の単離

　　（1）抽出

　シメジモドキ粉末1．3kgに70％エタノール溶液1eLを加えよく撹拝後一晩室

温に放置して抽出を行った。ろ紙を用いてろ過し、ろ液を抽出液とした。抽出残

渣は、さらに2回同様の方法で抽出した。この抽出液をロー一タリーエバボレータ

ーを用いて約1Lに濃縮した。分液ロートを用い、この濃縮液を順にヘキサン

（700mLx3）、酢酸エチル（300mしx3）を用いて抽出を行い、ヘキサン層、酢酸

エチル層、水層を得た。各画分についてACE阻害を測定したところ水層にのみ

活性が認められた。

　　（2）陽イオン交換樹脂・陰イオン交換樹脂による分画

　陽イオン交換樹脂Amberlite　IR・・一・1・20（H’型，9×50cm）と陰イオン交換樹脂

Amberlite　IRA－45（OH’型，3x40cm）を連結し、活性画分を負荷した。この連

結カラムを純水約10Lで洗浄し、非吸着の非イオン性画分を得た。次いで、カ

ラムを分離しJR－120カラムは約8L、　IRA－45カラムは約5Lの2Mアンモニア

水で溶出した。IR－120カラムより溶出された画分を陽イオン性画分IRA－45カ

ラムより溶出された画分を陰イオン性画分とした。各画分を少量に濃縮し、

ACE阻害を測定したところ、大部分の阻害活性は陽イオン性画分に存在した。

陰イオン画分には阻害が認められず、非イオン性画分に弱い阻害が認められ

た。
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　　（3）陽イオン性画分の精製

　陽イオン性画分の半量を濃縮乾固し、少量のpH3．1ピリジンー酢酸緩衝液

（0．2Mピリジン）に溶解した。これを20％HCIでpH2．2に調整して試料溶液とした。

陽イオン交換樹脂D。wex　50w×2（ピリジン型，3．5×100cm）を詰めたカラムに

pH3．1のピリジンー酢酸緩衝液を十分に流して平衡化し、試料溶液を注入した。

溶出はピリジンー酢酸緩衝液、pH3」（0．2Mピリジン）：1．5LpH4．0（0．5Mピリジ

ン）：IL、pH5．0（2Mピリジン）：2Lを用いてステップワイズ溶出を行った。溶出液

はフラクションコレクター（ADVANTEC製，　SF－160型）を用いて10gずつ分画し、

得られた各フラクションの一部についてACE阻害活性の測定とニンヒドリン反

応を行った。残りの半量も同様の方法を用いて分画した。ACE阻害活性測定

の結果、Fr．210～219に強い活性ピークが認められたので、これを集めて濃縮

しさらに精製を行うこととした。他のフラクションにも弱い阻害を示すものが多数

存在したが、この活性ピークと比較し無視できる程度であり、また分散していた

ため、以後の精製は行わなかった。

　活性フラクションは次に、D◎wexl×4樹脂（酢酸型、3×90cm）を詰めたカラ

ムを用いて分画した。十分に水洗したカラムに試料を負荷し、水：400mL、0．3M

酢酸：1．5Lで段階的に溶出した。各溶出液を濃縮し、ACE阻害活性を測定し

たところ、0．3M酢酸溶出部に阻害が認められ、他の画分には阻害が認められ

なかった。そこでこの濃縮物を、同じカラムを用いて0．IM酢酸で溶出し、溶出

液を10gのフラクションに分画した。各フラクションの阻害活性を測定したところ、

Fr．33～55に単一の活性ピークが認められた。この画分を、TLC展開溶媒Aお

よびBにより展開したところ、幾つかのスポットが認められたので、さらにシリカ

ゲル（Wako純薬製）カラム（4x47cm）により精製した。少量の展開溶媒に溶解

した試料をカラムに負荷後、ブタノールー酢酸一水（以下BAW、8：3：6）混合溶

液で溶出した。溶出液のフラクションの一定量についてACE阻害を測定し、阻
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害が認められたフラクションを集め濃縮したところ、結晶性の残渣が析出した。

これを水一エタノールを用いて再結晶を行ったところ、無色の結晶（22．9mg）が

得られた。

　　6．その他の分析

　（1）融点

　内径1mm、長さ60～70mmの融点測定用毛細管を用い、結晶が液化する

温度を測定した。

　　（2）比旋光度

　試料を5mg採取し、純水2mLで溶解後測定した。また、試料2。5mgをIN

HCIで2mlに溶解したものも測定した。測定は、旋光計（UNION　GIKEN高感度

自動旋光計PM－101）を用いた。

　　（3）核磁気共鳴（NMR）スペクトル

　試料を約5mg、試料管に採取し、重水500μLで溶解し、そこに内部標準と

して10μgのTMSPを加えた。日本電子JNM－EX270を用いて測定した。

　　7．ニコチアナミンの定量

　　（1）試料の調製

　キノコ凍結乾燥粉末2gに熱水50mLを加え、沸騰湯浴中で30分間加熱還

流を行った。冷却後、遠心分離を行い、上清を得た。抽出残渣は、さらに2回

冷水を加え、遠心分離を行った。得られた上清はJMのNaOHでpHl2に調整

後、試料溶液とした。

　Dowexl　x　4樹脂を詰めたカラム（酢酸型，2x13cm）に純水を十分に流して
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平衡化し、試料溶液を流した。0．2Mピリジン100mLで洗浄後0．5Mの酢酸溶液

200mLで行って溶出した。溶出液を減圧乾固後、O．05Mラウリル硫酸ナトリウ

ム溶液5mLに溶解し、メンブランフィルター（0．20μm）でろ過し、高速液体クロ

マトグラフィー（HPLC）分析に供した。

　また、ニコチアナミンの回収率算出のために、試料にニコチアナミン標品250

μg加え、同様の抽出操作を行い、分析した。

　　（2）高速液体クロマトグラフィー測定条件

　対イオンとしてラウリル硫酸ナトリウムを用いるイオン対クロマトグラフィーに

より分離し、0一フタルアルデヒドー2一メルカプトエタノールによりポストカラム発

色し、蛍光検出した。定量は標準品のピーク面積との比較によって行った。

　HPLCの分離条件は以下の通りである。

　装置：SHIMADZU　LC－10Avpシリーズ

　カラム：TSK－GEL　ODS－80Ts　4。6mm　x　25．Ocm（TOSOH）

　移動相：0．05Mラウリル硫酸ナトリウム：アセトニトリル（65：35　V／V，　pH2．4）

　流速：0．75mL／min

　カラム温度：40°C

　ラベル化試薬：0．02％0一フタルアルデヒドと0。05962一メルカプトエタノールを

　含む0．2Mホウ酸緩衝液pH9．9，1．OmL／min

　反応温度：50°C

　検出：励起波長365nm，蛍光波長455nm

　集計：CLASS－VP　V6．12
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　結果と考察

　　1．ACE阻害成分の単離と同定

　シメジモドキの70％エタノール抽出物を種々のカラムクロマトグラフィーにより

分画したところ、TLCで単一のニンヒドリン陽性スポットを示す濃縮残渣が得ら

れた。これを水一エタノールよりの再結晶により、ACE阻害活性を示す無色の

結晶22．9mgが得られた。本物質は、融点261～262°C、比旋光度［α］D175°：

－24’8（c＝0・25・inH20）、［α］D17’s°＝－32・0（c　：O．125，inINHCI）を示した。

　本物質の化学構造は、核磁気共鳴スペクトルi3C－NMR（重水）：δ

176．0（C－1），175．9（C－4”），174．9（C－4’），69．6（C－2），62．3（C－3’），55．4（C－3　），53．8（C

－4），53．3（C－1’），46．8（C－1”）29．9（C－2”），27．6（C－2’），23．8（C－3）（図2）とその

DEPTスペクトルの測定により（図3）、本物質は12個の炭素原子をもち、3個

のメチン基と6個のメチレン基並びに3個のカルボニル基を有することが明らか

になった。また、iH－－NMR（重水）：δ2．0～2．4（4H，m，H－2’，H－2”），2．5～

2．8（2H，m，H－3），3．2～3。5（4H，m，H－1’，H－1y「），3．8～4．2（4H，m，H－3’，H－・3”，H－4），

4．8（1H，t，J＝8．6Hz，H－2）（図4）とH－H　COSYスペクトル（図5）、およびC－H

COSYスペクトル（図6）の詳細な検討により、本物質はニコチアナミン

（N－［N－（3－amino－－3－carbexypropyl）－3－amino－3－carboxy－propyl］　azetidine

　－2－carboxylic　acid）であると推定された（図7）。そこで、本研究室で以前豆

乳より単離したニコチアナミン標品とNMRスペクトルおよびTLCのRf値（展開

溶媒A：0。20，B：0．04）を比較したところ、本物質と完全に一致した。また、本物

質のACE阻害のIC5。は0．11pMであった。

　現在、ACE阻害作用を示す物質は、大きくペプチド性阻害物質と非ペプチド

性阻害物質の2種類に分けられる。ペプチド性阻害物質については、天然タン

パク質から数多く調製・単離されている。その食品素材としては、魚類、肉類、

野菜・果物、乳製品、発酵食品など2°）があげられる。
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　一方、本研究によってシメジモドキから単離されたニコチアナミンは、非ペプ

チド性阻害物質である。食品の非ペプチド性阻害物質に関する研究は、ペプチ

ド性阻害物質と比較して報告数が少なく、研究が進展していない現状にある。

　ニコチアナミンは、N。maら21）によってタバコ葉から初めて発見された非タン

パク質構成アミノ酸で、Kristensenら22＞によってヨーロッパブナ（Fagus　s〃vatica

ム）の種子にも見出され、その構造が決定された。また、鉄とキレート錯体を形

成するのに適した構造を持つことが報告23）されている。8udesinskyら23）は、ア

ルファルファから単離を行った。また、Kinoshitaら24）は醤油より単離されたニコ

チアナミンがACE阻害作用を示すことを報告した。さらに、ニコチナミンは、モロ

ヘイヤ25）、アシタバ26）、ハヤトウリ（果肉）27）・28）、ノニ果汁29＞などからもACE阻

害物質として単離されている。しかし、キノコのACE阻害物質としてニコチアナ

ミンを明らかにしたのは、本報告がはじめてのものである。

　Shimizuら2§）は、アシタバから得られたニコチアナミンとACE阻害薬として用

いられるカプトプリルについて、高血圧自然発症ラットに対する長期投与実験

の報告において、アシタバ投与群とカプトプリル投与群の血圧の推移が、コント

ロール群と比較して有意に低値を示し、血圧低下作用が類似していることを観

察している。また、つくば高血圧マウス28）に対しても強い降圧作用を示すことが

報告されている。

　今回単離したニコチアナミンのACE阻害に対するIC5。は0．11μMで、カプト

プリル（0．023μM）3°）の約5倍であったが、他の食品由来ペプチド性阻害物質

（VY　26．0μM4＞、IPP　5．0μM、VPP　9．0μM3i）と比較すると低い値を示した。

　　2．シメジモドキおよびその他キノコのニコチアナミンの定量

　シメジモドキ抽出物のHPLCクロマトグラムを図8に示した。シメジモドキに含

まれるニコチアナミンの乾燥粉末100g当りの含有量は13．2mgであったeこのと
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きのニコチアナミンの回収率は82％であった。この定量値は、大豆34mg／dry

lOOg、脱脂大豆51mg／dry　IOOg32）と比較すると少なかった。

　スクリーニングにより選別された主要食用キノコについてニコチアナミンの定

量を行ったところ、シメジモドキ以外にホウキタケにニコチアナミンが存在した

（表23）。ホウキタケには乾燥粉末100g当たり28．7mgであった。ホウキタケは、

前節の実験において低分子量（66．7％）と高分子量（20．9・°fO）のACE阻害成分

の存在が予想され、低分子量の方により強い阻害を示したが、ニコチアナミン

はその低分子量の阻害成分に該当するものと推察された。

　さらに、シメジモドキの属するイッポンシメジ科のタマウラベニタケ、ホウキタケ

の属するホウキタケ科のコガネホウキタケのニコチアナミンを試みに測定したと

ころ、前者には存在が認められなかったが、後者には乾燥粉末100g当り

34．3mgの含有が認められた（表24）。コガネホウキタケは、第2節のスクリーニ

ングにおいて83．5％と強いACE阻害を示したキノコであり、その阻害成分はニ

コチアナミンだと推定された。タマウラベニタケは、シメジモドキと同じイッポンシ

メジ科に属するが、スクリーニングにおいて43．0％の弱い阻害しか示さないもの

であった。

　本研究で対象としたキノコ類のACE阻害物質は、シメジモドキとホウキタケ

科に属するホウキタケ、コガネホウキタケではニコチアナミンの関与が示された。

しかし、他のキノコのACE阻害はニコチアナミン以外の物質の関与が推測され

る。第2節のスクリーニングの結果から多くのキノコ類がACE阻害作用を有し

ていることが示されているが、ニコチアナミンがキノコ類にどの範囲で存在する

のか、今後更なる研究が必要と考えられる。

要約

シメジモドキの700fOエタノール抽出画分を種々のクロマトグラフィーによる分
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画を行った結果、ACE阻害物質が単離され、ニコチアナミンであると同定され

た。シメジモドキに含まれるニコチアナミン量は13．2mg／dry　IOOgであった。

　また、他の23種のキノコについて、ニコチアナミンの有無を調査した結果、ホ

ウキタケに28．7mg／dry　IOOg含まれていた。イッポンシメジ科ではシメジモドキ

以外には含有が認められなかったが、ホウキタケ科では他の種にも存在が認

められた。
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　　　　　　　　第2章植物性食品のACE阻害

第1節緒言
　高血圧治療ガイドライン2004年版6）に野菜や果物の積極的摂取があげて

いるように、植物性食品の摂取は血圧上昇を抑制が認められるほか、疾患の

予防という観点からも重要とされる。植物性食品は、低エネルギー、飽和脂肪

酸が少ないなどの理由により、肥満や動脈硬化予防効果により血圧の上昇抑

制が期待できる。食物繊維の必要量摂取によってインスリンの過剰分泌を抑

制し、これにより血圧の上昇を抑制するという報告や、カリウムを豊富に含むの

で食塩感受性高血圧では、カリウムの作用によって血圧が低下すると報告さ

れている33）。また、γ一アミノ酪酸を多く含み、ACE阻害効果により血圧上昇を

抑制するなど、様々な報告がされている。このうちACE阻害に関して、鈴木ら

34）の先駆的な研究により、豆類、野菜類、果実類などの効果が報告されてい

る。また、木元らのグループ35）・25）はモロヘイヤ、クレソン、アシタバ、ハヤトウリ

などの野菜類のACE阻害と、その活性成分としてモロヘイヤ25）やハヤトウリ27）

からニコチアナミンの単離同定を報告している。著者ら36）も第1章で触れたよう

に、いくつかのキノコのACE阻害物質としてニコチアナミンを見いだし、報告して

いる。また、それら以外にも、限定的な野菜のACE阻害についての報告が幾つ

かなされている。しかしながら、多種類にわたる植物性食品のACE阻害活性を、

広範囲に測定した報告は未だないようである。

　そこで著者は、多くの植物性食品について網羅的にACE阻害をスクリーニン

グし、今まで断片的に明らかにされてきた植物性食品の血圧抑制についての

根拠を明らかにする目的で、本研究を計画した。

　そこで第2節では、野菜類、果実類、豆類、穀類などの主要な植物性食品、

アブラナ科11品、キク科8品、マメ科27品、ユリ科14品などの全29科を含

む合計124品種についてACE阻害の強さを調査し、それらのうち、阻害能が強
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いものについて、ニコチアナミンの定量を試みたので報告する。

　第3節では、第2節の結果をうけ、多くのマメ科の食品が強いACE阻害を示

したことから、豆類に焦点を当てて、その原因物質についてさらなる研究を行う

こととした。豆類のACE阻害に関しては、大豆タンパク質37）・38）・39）、味噌や納

豆といった発酵食品3）・4°）・41）を対象とした研究が数多く報告されている。また

Kinoshitaら24）は醤油のACE阻害物質を単離し、ニコチアナミンと同定するとと

もに、これが大豆由来であることを報告している。さらにBudesinsky，M．ら23）に

よってマメ科の植物であるアルファルファからニコチアナミンが単離されている。

　第1章でも記したが、ニコチアナミンは、高血圧自然発症ラット（SHR）24）・26）

やつくば高血圧マウス28）に対し強い降圧作用を示すことが報告されている。本

研究ではマメ科食品の強いACE阻害はニコチアナミンが原因物質と考え、乾

燥豆を中心に野菜として食べられる豆類（冷凍品も含む）なども網羅して検討

し、それらのACE阻害とニコチアナミンの相関について明らかにしたものであ

る。
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第2節植物性食品のACE阻害のスクリーニング

　実験方法

　　1．試料と試薬

　試料は、アブラナ科11品、キク科8品、マメ科27品、ユリ科14品など含む

29科、合計124品種を用いた。試料は、食品成分表を参考に分類し、表25～

28）に示した。各科の試料数を表29に示した。試料は、女子栄養大学上広谷

農園、築地場外市場、あるいはスーパーマーケットにて購入した。試料は購入

後、生試料は可食部を包丁で細かく刻み、乾燥試料はミキサーで粉砕した。生

試料は入手後速やかに実験に供した。乾燥粉末試料は密閉して冷蔵庫に保

存し、適宜実験に使用した。

　　2．試料溶液の調製

　抽出液量が試料乾燥重量の20倍になるよう、試料中の水分量を控除した

熱水を、精秤した試料に加えた。混和後、沸騰湯浴中で20分間加熱還流した。

これを氷中で冷却後、8000rpmで15分遠心分離を行い、得られた上清をACE

阻害活性測定に用いた。

　　3．ACE阻害活性の測定

　ACE阻害活性の測定は第1章、第2節、実験方法3と同様の方法で行っ

た。

　　4．ニコチアナミンの定量

　　（1）試料の調製

　生試料は可食部を包丁で細かく刻み（約20g）、乾燥試料は粉末（約2g）に

し、熱水50mLを加え、沸騰湯浴中で30分間、加熱還流を行った。冷却後、生
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試料はホモジナイズし、粉末試料の場合はそのまま、8000rpmで遠心分離を

行った。上清を抽出液とし、抽出残渣は、2回冷水を加えて洗浄し、洗浄液も

抽出液に加えた。抽出液はIMのNaOHでpH8に調製後、試料溶液とした。

　Dowexl　x　4樹脂を詰めたカラム（酢酸型，2　×　13cm）に純水を十分に流して

平衡化し、試料溶液を流した。0．2Mピリジン100mLで洗浄後0．5Mの酢酸溶液

200mLを用いて溶出した。溶出液を減圧乾固後、0．05Mラウリル硫酸ナトリウ

ム溶液5mLに溶解し、メンブランフィルター（0．20μm）でろ過後、高速液体クロ

マトグラフィー（HPLC）分析に供した。

　　（2）高速液体クロマトグラフィー測定条件

　高速液体クロマトグラフィー測定条件は、第1章、第4節、実験方法5の（2）

と同様の条件で行った。

　結果と考察

　熱水抽出液のACE阻害測定の結果、ミツバアケビ（95．2％）、チコリー

（95．096）、エダマメ（90．296）、ジャガイモ（ワセシロ）（90．0％）、サヤインゲン

（88．6％）、の順でACEを強く阻害することが示された（表30～33）。分類学上

の科によってACE阻害の差が見られるのか検討するため、科ごとのACE阻害

の平均を算出した（表34）。試料数が1品しかない科は除き、試料数が複数あ

る科で比較した結果、ACE阻害の平均が強い科は、キク科（77．6％）、ウコギ科

（77．5％）、ナス科（69．996）、アブラナ科（68．7％）などの野菜類、マメ科の豆類

（68」％）であった。特にナス科、アブラナ科、マメ科では1、2品ACE阻害の弱い

ものを含んでいたが、ほとんどの品種で50efO以上のACE阻害を示し、当該科

内の試料は普遍的にACE阻害の強いものが多いことを示唆していた。また、

穀物類にはACE阻害はほとんど認められず、バラ科、ブドウ科、ミカン科の果
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実類では30％前後のやや弱いACE阻害を示した。これらのことは、分類学上

の科とACE阻害には何らかの関係があることが示唆している。しかし、同じミカ

ン科でも、葉を試料としたサンショウでは76．4％とACE阻害が強く、果実にあた

るミカンやオレンジでは15％以下と弱いことなど、果実や種子と植物体での違

いが原因とも考えられ、さらなる検討を要する課題である。

　また、50％以上のACE阻害を示したものは124種類中82品あり、全体の

66°／・に達した。これは、第1章でスクリーニングを行ったキノコの4％と比較する

と、大変多い結果となった。このことからキノコとは異なった強いACE阻害成分

が野菜類、豆類などに含まれていることが考えられた。

　木元ら35＞はホウレンソウ、ニンジンのACE阻害は弱いという報告をしている

が、今回の実験結果でも同様の結果がみられ、木元らの報告を裏付けるもの

であった。また、鈴木ら34）の、冷水抽出物によるACE阻害の報告では、豆類で

はダイズ、野菜類ではアスパラガス、果実類ではキウイフルーツ、イチゴに強い

ことを示している。しかし、今回の結果では、ダイズやアスパラガス、イチゴにつ

いては同様に70％以上の強いACE阻害が認められたが、キウイフルーツには

50％以下とやや弱いACε阻害しか認められなかった。

　ACE阻害を強く示した試料10品種に関して、ニコチアナミンの定量を行った

（表35）。乾燥試料100g当たりのニコチアナミン量は、タラノメ（74．8mg）、サヤ

インゲン（35．6mg）、リョクトウモヤシ（28．Omg）に多くニコチアナミンが含まれてい

ることが示され、反対にフキ（茎）やアスパラガスではニコチアナミンをほとんど

含有していないことが示された。このことから、前者はニコチアナミンがACE阻

害の主体となっているのに対し、後者は他の強いACE阻害成分が存在するこ

とを示唆しているものと思われる。

　Kin。shitaら24）は大豆にニコチアナミンが含まれることを報告しているが、今

回の研究で、サヤインゲンやリョクトウモヤシなど大豆以外の豆類にも、ニコチ
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アナミンが豊富に含まれることが明らかとなった。これについて著者は、この他

の多くの豆類にも同様のことがいえるのかどうかに興味をもち、次節の実験を

計画した。

　要約

　植物性食品29科124種類について、ACE阻害を測定した。ACE阻害の強

さは、ミツバアケビ、チコリー、エダマメ、ワセシロ、インゲンで強かった。各科に

よるACE阻害は、穀類、バラ科、ミカン科、ブドウ科などの果実で弱かったが、

逆にキク科やウコギ科、ナス科、アブラナ科などの野菜類や、マメ科の豆類に

おいて強いことが示された。また、阻害の強い10品種につきニコチアナミン量

の測定をしたところ、タラノメやマメ科のものにニコチアナミンが多く、阻害の主

体となっていると考えられたが、アスパラガスやフキ（茎）には、他の阻害成分

の存在が示唆された。
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第3節豆類のACE阻害とニコチアナミン量

　実験方法

　　1．試料と試薬

　試料は、市販乾燥豆類27品と野菜として食される豆類7品、冷凍品7品の

合計41品を用いた。各豆試料は、表36に示した。試料は全て築地場外市場、

あるいは坂戸市内のスーパーマーケットにて購入した。試料は購入後、乾燥豆

類はミキサーで粉砕し、生、冷凍の豆は可食部を包丁で細かく刻んだ。粉末試

料は密閉して冷蔵庫に保存し、適宜実験に使用した。生および冷凍試料は入

手後速やかに実験に供した。

　　2．試料溶液の抽出

　抽出液量が試料乾燥重量の20倍になるよう、試料中の水分量を控除した

熱水を、精秤した試料に加えた。混和後、沸騰湯浴中で20分間加熱還流した。

これを氷中で冷却後、8000rpmで15分遠心分離を行い、得られた上清をACE

阻害活性測定に用いた。

　　3．ACE阻害活性測定

　ACE阻害活性の測定は第1章、第2節、実験方法3と同様に行った。この時、

上記抽出試料溶液を水で3倍に希釈して加えた。

　ACE酵素活性を5096阻害するために必要な試料濃度（mg／mL）をIC5。値とし

た。IC5。値の算出には、純水で段階的に希釈した試料溶液に対し、ACE阻害

活性を測定し、その近似曲線からACEを50％阻害する時の試料濃度を求め

た。
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　　4．ニコチアナミンの定量

　　（1）試料の調製

　乾燥豆類は粉末（約2g）に、生または冷凍の豆類はみじん切り（約20g）に熱

水50mLを加え、沸騰湯浴中で30分間、加熱還流を行った。冷却後、粉末試

料の場合はそのまま、生または冷凍の豆類はホモジナイズ後、8000rpmで遠

心分離を行った。上清を抽出液とし、抽出残渣は、2回冷水を加えて洗浄し、

洗浄液も抽出液に加えた。抽出液は1MのNaOHでpH8に調整後、試料溶液

とした。

　Dowexl　x　4樹脂を詰めたカラム（酢酸型，2×13cm）に純水を十分に流して

平衡化し、試料溶液を流した。0．2Mピリジン1・OOmLで洗浄後0．5Mの酢酸溶液

200mLを用いて溶出した。溶出液を減圧乾固後、0．05Mラウリル硫酸ナトリウ

ム溶液5mLに溶解し、メンブランフィルター（0．20μm）でろ過後、高速液体クロ

マトグラフィー（HPLC）分析に供した。

　　（2）高速液体クロマトグラフィー測定条件

　高速液体クロマトグラフィー測定条件は、第1章、第4節、実験方法5の（2）

と同様の条件で行った。

　結果と考察

　　1．豆類のACE阻害活性

　豆類抽出液の10μLを反応液に添加したときのACE阻害を測定した結果を

表51に示した。これは豆類乾燥粉末O．5mgから得られる抽出物の全てを反応

混合液に加えたときの阻害活性を示すものである。絹さや（生）（90％）、極小

スズ豆大豆（90％）、グリンピース（生）（90％）など、ササゲ属の黒目豆、緑豆と

ナタマメを除く全ての試料で70％以上の強いACE阻害が示された。この結果
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は、以前我々が報告したキノコ類抽出液のACE阻害36）などと比べ格段に強く、

そのため個別の豆試料の阻害力を比較するには、添加量が多すぎると判断さ

れた。

　そこで、各抽出液を数段階に希釈してACE阻害を測定し、IC，。値を求め比

較することとした。表38に各豆類抽出液のICse値を反応液に加えた試料乾物

相当量として示した。多くの豆類で、は0．06～0．15mg乾物相当量であり、非常

に強いACE阻害能を持つことが示された。しかし、ササゲ属ではIC5。値がO．18

～0．58と大きく、他の属のものより若干阻害力が弱いと推定された。吉田ら42）

はエンドウ豆、大豆類、インゲン豆類はACE阻害活性が強く、小豆はそれに比

べて弱いと報告しているが、この結果はそれを裏付けるものであった。

　また、試料には、ゆで処理されたそら豆、枝豆の冷凍品も含まれていたが、

いずれも7096以上の強い阻害を示した。これらは解凍後そのまま食用に供さ

れるものであり、機能性の利用に好適であると考えられる。

　　2．豆類のニコチアナミン量

　Kinoshitaら24）の報告にもあるように豆類抽出液の強いACE阻害はニコチ

アナミンが関わっているものと推定された。そこで今回は、豆類抽出液のACE

阻害へのニコチアナミンの関与の程度を明らかにするため、全ての試料につい

てニコチアナミン量を測定することとした。

　今回の分析では、熱水による抽出液を陰イオン交換樹脂D◎wexl　x4（酢酸

型）で前処理し、ODS系のカラムを用いてイオン対クロマトグラフィーにより分離

し、ポストラベルして蛍光により検出する方法を用いた。図9に典型的なクロマ

トグラムとして、スナップエンドウの例を示した。表39に乾物100g当たりのニコ

チアナミン量を示した。全ての試料でニコチアナミンが検出されたが、特に絹さ

や（生）（77．Omg）、紅しぼり（53．1mg）、枝豆b（生）（50．7mg）、大福豆（49．Omg）など
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で顕著であった。ナタマメ（11．9mg）は今回試料としたものでは最も含有量が低

い値であった。

　分類学上の属に分け、ニコチアナミン含有量の有意差検定を行なった。加

工により、ニコチアナミン量が変動することが予測されたため、冷凍品は除外し

て検定を行なった（図10）。ササゲ属（n＝518．8±5．23）に対してインゲン属

（n＝1136．8±8．77p〈O．OOI）、エンドウ属（n＝546．5±1・7．26　p＜0．05）、ダイズ属

（n＝842．0±8．02p〈0．OO1）で有意にニコチアナミン量が多いことが示された。属

内では、インゲン属ではアネッコ豆、大福豆、紅しぼりが他のものに対して多い

傾向が見られたが、ダイズ属では各品種間に大きな差は見られなかった。

　野菜として食べられている未熟豆と完熟した豆類の比較では、英付きや萸を

除去したものにおいても、未熟の方が多い傾向が見られ、絹さやや枝豆などで

はその傾向が顕著であった。

　ニコチアナミンは水溶性であり、冷凍した枝豆やそら豆はゆで加工がしてあり、

含量が大きく減少するものと予想された。生のゆで処理していないものに比べ

50～60　OfOと減少はしたが、まだかなりの存在が認められ、ニコチアナミンの摂取

には有効な食品だと考えられた。

　　3．豆類のIC50

　豆類のACE阻害IC5。値とニコチアナミン量の相関を図11に示した。多くの

豆類で0．06～O．1　5mg乾物相当量がACE阻害のIC5。値となっており、ニコチア

ナミン量が減少すると1C5。値が増加する傾向が認められた。ダイズ属の平均ニ

コチアナミン含量の38mgで計算すると、IC5。　O．1　mgは反応液中のニコチアナミ

ン濃度が0．125μMとなり、我々が以前、野生キノコシメジモドキより単離したニ

コチアナミンのIC5。値O．11μM36）、　Kin。shitaらの報告のO．26　”　M24》と非常に近

似していた。これらを勘案すると、豆類抽出液のACE阻害は、ほぼニコチアナミ
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ン単独で発現しているものと推定された。

　要約

　豆類41種類の熱水抽出液のACE阻害をスクリーニングしたところ、ナタマメ

を除きいずれもの強いACE阻害を示した。IC5。値の比較ではササゲ属が他の

属に比較して阻害力が弱い傾向が見られた。

　豆類のニコチアナミン量は、絹さや（生）で77．Omg／乾物100gと最も多く、イン

ゲン属、ダイズ属、エンドウ属などでは、ほとんどが30～55mg／乾物100gと豊

富に含まれていた。属間の比較では、ササゲ属はエンドウ属（p＜0．05）、インゲ

ン属、ダイズ属（p〈0．001）と比較して有意にニコチアナミン量が少ないことが示

された。

　豆類抽出物のACEに対するIC5。値はニコチアナミン量と相関があることが示

された。また、そのときの抽出物中ニコチアナミンの存在量は、ニコチアナミン標

品のIC5。値と一致していた。このため、豆類熱水抽出物のACE阻害は、ほぼ

ニコチアナミン単独で発現しているものと推測された。
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　　　　　　　　　　　　　　　総括

　本研究はキノコ類や野菜、果実などの植物性食品のACE阻害効果を広範

囲に検索し、血圧降下機能を持つ新しい食品素材の開発を目指し計画した物

である。現在、特定保健用食品として販売されているものには、ACE阻害能を

持つ各種ペプチド類や神経系に作用して血圧降下をもたらすとされるγ一アミノ

酪酸などがある。しかし、これらペプチド類に関しては、種々の食品タンパク質

を起源としてはいるが、それらを適当なプロテアーゼで加水分解処理して生成

させたものも多く、その起源となる食品を摂取してもACE阻害や血圧低下の作

用を期待できない。そこで、本研究では特別な処理を行わず、食品そのものの

ACE阻害能の有無を検索するため、熱水抽出を行い、その抽出液を直接試験

する方法によりスクリーニングすることとした。第1章の、キノコのACE阻害スク

リーニングでは、本研究の抽出条件である、乾物lgあたり20倍量の熱水で抽

出した抽出液において、反応混合液に乾燥粉末1．5mgに相当する抽出液を加

えた条件で、ACEを50％以上阻害するキノコが、388品種中16品確認された。

これは、対象とした試料全体の4％であった。しかし、津田ら17）による報告で今

回対象としなかったキノコに、ACE阻害を示すものがあり、まだ多くのキノコに

ACE阻害が期待できることを予想させた。また、菌株や育成地域の差によって

成分が異なるという報告19）もあり、同種のキノコにおいてもACE阻害の強弱が

推測された。

　分類学上の科別のACE阻害の強さでは、単純平均でホウキタケ科が一番

強い阻害を示し、次いで、ノボリリュウタケ科、イッポンシメジ科の順であった。し

かし、これらの科に属するキノコが一様な阻害能を示さず、バラツキが大きいこ

とから、共通の阻害成分を含有するか否かは明らかではない。第2節では、ス

クリーニングにおいて比較的強いACE阻害を示した主要な食用キノコ23種に

ついて、そのACE阻害力の比較と、阻害成分のキャラクタライズを行うこととし

37



た。その結果、キノコの種類によりACE阻害を示す物質には特徴があることが

示唆された。この中で、最も強い活性を示したシメジモドキや強い阻害を示した

ホウキタケは、活性成分がほとんど低分子画分に局在していたのに対し、強い

阻害を示したヌメリスギタケでは、高分子画分により多くの活性が存在し、異な

る阻害成分の存在を予想させた。このヌメリスギタケは、前二者とは異なり木

材腐朽菌であり、人工栽培が可能で、すでに市販されている。今後、機能性を

持つ新たなキノコとして期待される。

　シメジモドキとホウキタケは65％以上のACE阻害能を持ち、活性が低分子に

局在したことから、その活性成分に興味が持たれた。このうち、比較的試料を

大量に所持していたことから、シメジモドキの活性成分を明らかにすることを試

みた。

　第4節では、シメジモドキよりACE阻害成分の単離と同定を記載した。活性

成分の単離は、凍結乾燥粉末1．3kgを、70％エタノールで抽出し、その抽出物

を陽イオン交換カラム、陰イオン交換カラム、シリカゲルカラムを用いたクロマト

グラフィーで繰り返し精製を行い、最終的にエタノール：水より再結晶し、

22．9mgの無色結晶として活性成分を単離することに成功した。本物質の化学

構造は、1H－NMR並びにi3C－NMRスペクトルを詳細に検討し、先に醤油、モロ

ヘイヤ、アシタバ、ハヤトウリなどからACE阻害成分として報告されているニコ

チアナミンであると同定された。また、本物質のACE阻害IC5。値は0．11μMと

非常に強い活性を示すことが明らかとなった。

　ニコチアナミンは、1971年にN。maら21）により、タバコ葉より非タンパク質構

成アミノ酸初めて単離されたが、当初提案された構造に誤りがあり、1974年に

Kristensenら22）により正確な構造が明らかにされたものである。このアミノ酸は、

2価の遷移金属イオンとキレートを作る特徴がある。ニコチアナミンは高等植物

体では必須の物質と考えられており、遷移金属イオンとキレートして生体内の

38



移動を司り、またこれら金属イオンの安定性に関係するとされている。

　第3節でACE阻害能を検討した23種のキノコについて、ニコチアナミンを定

量したところ、シメジモドキ以外ではホウキタケのみに見いだされた。また、これ

ら以外のシメジモドキと同じイッポンシメジ科に属するタマウラベニタケとホウキ

タケ科のコガネホウキタケについても分析を行ったところ、コガネホウキタケには

ニコチアナミンの存在が認められたが、タマウラベニタケには認められなかった。

コガネホウキタケは第2節のスクリーニングでも83．5％と強いACE阻害を示して

おり、ニコチアナミンがその活性成分であることが裏付けられた。しかし、これら

2種以外のホウキタケ科の種は15％以下の弱いACE阻害しか示さず、ニコチ

アナミンはこれらには存在しないものと思われた。また、イッポンシメジ科のタマ

ウラベニタケは弱いACE阻害しか示しておらず、ニコチアナミンが存在しないた

めと思われた。

　第2章では、野菜類、豆類、果実類などを中心とした植物性食品のACE阻

害能の検索結果について記述した。本研究では、消費量などを参考にして集

めた代表的な野菜類と研究例の少ない山菜など124種の植物性食品につい

て、前章で記したキノコ類のスクリーニングと同じ条件で熱水抽出液を作成し、

ACE阻害能を測定した。

　その結果、キク科、ナス科、アブラナ科の野菜類やマメ科の豆類（一部野菜

として食すものも含む）で65％以上の強いACE阻害を示した。その一方で、穀

類抽出液ではACE阻害はほとんど見られなかった。これら植物性食品のACE

阻害能は前章のキノコ類と比べ非常に強く、50％以上の阻害を示したものは

全試料の6696を占めた。

　これらのうち、活性が特に強いものを選び、試みにニコチアナミン量を定量し

たところ、タラノメ、サヤインゲンなどは多くのニコチアナミンを含有し、これがAC

E阻害の主体となっていると推定された。しかしながら、アスパラガスには検出
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されず、フキ（茎）にも少量の存在しか認められなかった。これらは、他の活性

成分の存在が予測され、新たなACE阻害成分を期待される。

　第2節のスクリーニングの結果、マメ科の試料はいずれもACE阻害が非常

に強く、ニコチアナミンも豊富に含有されていることが示された。すでに大豆に

はニコチアナミンが豊富に含まれ、強いACE阻害を示すことが明らかにされて

いるが、他の豆類も重要な食品であり、これらにもACE阻害が見いだされるか、

またニコチアナミンが含有されているのか検討することとした。

　この結果、他のほとんどの豆類もACE阻害能と豊富にニコチアナミンを含有

していることが明らかとなった。また、阻害能とニコチアナミン含量には相関が

見られ、豆類のACE阻害はニコチアナミンが主体となっていることが示された。

しかし、豆の属間ではACE阻害に違いが見られ、ニコチアナミン含量には有意

差が見られた。

　すなわち、アズキなどが属するササゲ属はエンドウ属、インゲン属、ダイズ属

などと比較して、ニコチアナミンが少ない傾向が見られた。また、ゆで処理され

た冷凍枝豆にも、ニコチアナミンが相当量残存していることが認められ、その良

い給源となることが推測された。

　本研究では、エネルギーが低く、食物繊維が豊富である等、過剰摂取による

リスクが少ないとされるキノコや豆類を中心とした植物性食品についてACE阻

害能について検討した。その結果、多くの植物性食品に強いACE阻害能が存

在すること、また、比較的少数だが、キノコ類にも強い阻害を示すものが存在

することが明らかとなった。この中で、豆類については阻害の主体となるものは

ニコチアナミンであることが明らかとなった。また、その他の植物性食品のACE

阻害にも、ニコチアナミンが主要な阻害物質となっていることが示唆された。キ

ノコ類でもシメジモドキのACE阻害成分が単離され、ニコチアナミンであると同

定された。また、他の幾つかのキノコにもニコチアナミンが存在することが明ら
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かとなった。このように、ニコチアナミンは、多くの食品のACE阻害の主体となっ

ていることが明らかであり、植物性食品の降圧効果に対する評価は、ニコチア

ナミンの存在によるものであると結論できると思われる。このニコチアナミンの機

能性を期待して、Wadaら43）はニコチアナミンを高濃度含有する米を開発し、主

食となる穀類から効率よいニコチアナミンの摂取を目指している。

　しかし、野菜やキノコの中にはニコチアナミン含量は少ないにも係わらずACE

阻害の強いものも少なからず存在していた。今後はそれらの活性成分を明らか

にすることで、新規な血圧降下作用をもつ機能食品が発見できるものと考えて

いる。

　食品中のACE阻害能は、医薬品であるACE阻害薬と比較するとかなり弱い

ものである。しかし、様々なACE阻害成分を含む食品を摂取することにより、食

事によって血圧のコントロールがなされれば、生活習慣病予防の観点からも非

常に望ましいと思われる。今後、さらにこの研究を進め、我が国の高血圧の改

善に少しでも役立てたいと考えている。
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No． 和　名 学　名

1アイ　ワ　ケ

2アイシメジ

3アイバシ鐸ハツ

4アオイヌシメジ

5アオゾメツチカブり

6アカアザタケ

7アカカバイロタケ

8アカゲフウセンタケ

9アカササタケ

10アカジコウ

11アカチシオタケ

12アカチチタケ

13アカチャツエタケ

14アカップフウセンタケ

15アカツムタケ

16アカハツ

17アカヒダササタケ

18アカモミタケ

19アカヤマタケ

20アカヤマドリ

2iアキヤマタケ
22アケボノアワタケ

23アケボノサクラシメジ

24アシグロタケ

25アシナガヌメリ

26アシベニイグチ

27アバタチャブクロ

28アブラシメジ

29アマタケ
3Gアミガサタケ

31アミスギタケ

32アミタケ

33アミハナイグチ

34アミヒラタケ

35アメリカウラベニイロガワリ

36アラゲカワキタケ

37アラゲキクラゲ

38アワタケ
39アンズタケ

40イタチタケ

Laetiporus　sulphreus（Fr㌦）MurTill

Trichoiema　s（ejunctum（Sow．：Fr㌧＞Quel．

R疑s8犠毒a　c爆oro韮des　Ka韮chb乳

Clitocybe　odor8（BuU．：Fr．）Kummer

Lactarius瀬aucescens　Crossland

Co奮iybia　maoulata（Alb．＆Schw．：Fr．）Quel．

Russule　compacta　Frost＆Pock　apud　Peck

CorUn8肖us　spilomeus（Fr㌦：Fr㌧）Fr㌦

Democybe　phoenicea（Bull．）Moser　in　Gams

801e亀繕S　speoiOSUS　FrOS亀

Myco海a　crocate〈Sohrad．：Fr．＞K縫糊瞬糟r

Lactarius　rufU8（SCOP．：Fr㌦）Fr㌦

Collybla　noof廿sipes　Hongo

Clr価n8加s　bola肖s（Pers．：Fr．）　Fr．

Pho髄ot8　astrag81ina（Fr㌦）Sing。，

しactarius　ak8hatsu　Tanaka

Democybe　semisan区uinea（Fr．）Moser　in　Gams

LactarillS　laeticeloruS（lmai）韮raezekl

Hygrocybe　cenica（Scoρ．：F乙＞Kumfner

しeccinum　extremiorientale（LVass．）Sing．

Hygrocybo備avoscons（K8uf翫m。）Sing．

Ty｛Of｝縫“s　chromapes（Frost）へほSr捕廿蓄＆Thiers

H》grophorrus　f6gi　Becker＆80n
Polyporellus　badius（Pors．　ex　S．　F．　Gray））！mazeki，　comb．　nov．

Hoboloma　spoliatum（Fr．）Karsし

8eletUs　calopus　Pers．：Fr。

しycoperd◎r亀subinc8matum　Peck．

CorUnahus　elatior　Fr㌦

Collybi8　c。n伽。轟s〈Pers．：Fr．）Kum鵬r

Morche鐸a　eSC漁銭之a（し：Fr．）　Pers．　var．　eseutenta

polyporus　arcubrius　Batsch．：Fr．

Suil』s　b◎vinus（し．：Fr．）0．　Kuntze

Boletlnus　cavipos（Opat）Kalchbr．

PolyporUS　sque｛r｝OSUS　Fr．

8010tus　subvelutipes　Pock

Co601us　hirsutus（wu民：Fr㌧）Quel．

Auricuisria　polybich8（Mont）S8cc．

Xoroco撚縫s　s纏b之o網瞳r詫os継s〈L：Fr．）Quel．

Canth8rellus　cibarius　Fr㌦

Ps8thyrolla　candolli8na（Fr．：Fr．）Maire

目

ヒ　ナシケ
ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ホコリタケ

ハラタケ

ハラタケ

チャワンタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

キクラゲ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

科

　コ　　ン

キシメジ

ベニタケ

キシメジ

ベニタケ

キシメジ

ベニタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

イグチ

キシメジ

ベニタケ

キシメジ

フウセンタケ

モエギタケ

ベニタケ

フウセンタケ

ベニタケ

ヌメリガサ

イグチ

ヌメリガサ

イグチ

ヌメリガサ

タコウキン

フウセンタケ

イグチ

ホコリタケ

フウセンタケ

キシメジ

アミガサタケ

タコウキン

イグチ

イグチ

タ認ウキン

イグチ

タコウキン

キクラゲ

イグチ

アンズタケ

ヒトヨタケ

属

アイ　ワ　ケ

キシメジ

ベニタケ

カヤタケ

チチタケ

モリノカレバタケ

ベニタケ

フウセンタケ

ササタケ

ヤマドリタケ

クヌギタケ

チチタケ

モリノカレバタケ

フウセンタケ

スギタケ

チチタケ

ササタケ

チチタケ

ァカヤマタケ

ヤマイグチ

ァカヤマタケ

ニガイグチ

ヌメリガサ

オツネンタケモドキ

ワカフサタケ

ヤマドリタケ

ホコリタケ

フウセンタケ

モリノカレバタケ

アミガサタケ

タマチsレイタケ

ヌメリイグチ

アミハナイグチ

アミヒラタケ

ヤマドリタケ

カワラタケ

キクラゲ

アワタケ

アンズタケ

ナヨタケ



δ

表2キノコスクリーニング試料（2）

No． 和　名 学　名 目 科 属

40イチケ
41イタチナミハタケ

42イッポンシメジ

43イヌセンボンタケ

44イ鑓ガi7　ij

45イロガワリシロハツ

46イ凝ガワリベニタケ

47ウコンガサ

48ウスキリモリノカサ

49ウスタケ

50ウズハツ
51ウスヒラタケ

52ウスフジフウセンタケ

53ウスムラサキイッポンシメジ

54ウスムラサキハツ

55ウスムラサキフウセンタケ

56ウッロベニハナイグチ

57ウラグqニガイグチ
58ウラベニイロガワリ

59ウラベニホテイシメジ

60ウラムラサキ

61エセオリミキ

62エゾハリタケ

63エノキタケ

64エリマキツチグり

65エリンギ

66オウギタケ

67オオイチ§ウタケ

68オオウスムラサキフウセンタケ

69オオキッネタケ

70オオキノボリイグチ

71オオサクラシメジ

72オオシワカラカサタケ

73オオツガタケ

フ4オオヒラタケ

75オオホウライタケ

76オオモミタケ

77オオワライタケ

78オキナクサハツ
79オシロイシメジ

P8athyrolla　c8nd◎1師an8（Fr．：Fr．）Maire

しentine鮭us　ursinus（Fr㌦）Kuhn．

Rhodbひ熱y縫秘s　siBuatus（8轄縫．：Fr．＞Slng．

Coprinus　dissominatus（Pers．：Fr）S．　F，　Gr8y

80嚢ot緩8ρ繕嚢ver蜘轟t継8◎ρ8t

Ru8sula　metachroa　Hongo

R継8S秘18　R毒bOSCO轟S　Be8rdslee

Hygmpho則s　chrysodbn（8atsch：Fr．）Fr．

Ag8丙cus　abru図bulbus　Peck

Go旧phus　floccosus（SchwJ　Sing．

Lact8rius　violascens（Otto：Fr．）ドr．

Pleurotus　pulmonarius（Fr．）Quel．

Cortiner沁s　albovio18ceus（Pors．：FゆFr．

Rhodophy善ius　madidus（Fr．）Quer㌦

Russul8　tilacea　Ouel．

Co「tin8ri鱗s　subaiboVioleceus　Hongo

801etinus　asia哲cus　Sir聖9．

Tyiopilus　oximius（Peck）Sing．

8010切sFr．しurldus　Schaeff．：Fr．

Rhodophylius　crassipes（1maz．＆Toki）Imaz．＆Hongo

しAcceria　8鋼瞳t翫ys之ea（8till．）鯖urr。

Collybi8　butyr8coa（Bull．：FゆQuol．

Cli閥codo轟seρtont爵o轟8糠s（Fr．＞Karsし

nammulina　voluゼpes（Curし：Fr㌦）Sing．

G。astrum　triplex（Jungh．）Fisch．

Plourotus　eryngii（DC．：Fr．）Que！．

Gomphidius　roseus（Fr．）Kar＄し

Le繕coρaxl縫穏s　g　lgenteus（Sow。：FゆSi群g．

CorUnar杣s　tr8ganus（Fr㌦：F硫）F乙

Laccsria　blcolor（Meire）P。0．　Orto轟

Bolotollus　mirabi髄s（Murr．）Sing．

Hyge’◎ρhorus　erubescens（F乳）F乳

Cystoderma　japonicum　Thoen　et　N。ng。

Cordned纏s　cl8綬ool◎r　v8r雛㈲a蕊s（Fゆ紹oser

Plou「◎tus　cys廿diosus　O．　K、　Milbr

Mar8smius　maximus　Hongo
Cat8t唇olas1na　l窪藩ρorl81e（Fr．）Sl轟9．

Gymnopilus　spoc鎗bi鮭s（Fr．）Sing

R緩ss纏18　se轟ecis　lm8i

Lyophy髄um　conn8tum（Schum．：FゆSing

ハラケ
ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

tダナシタケ

ハラタケ

ホコリタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒトヨケ
ヒラタケ

イッポンシメジ

ヒトヨタケ

イグチ

ベニタケ

ベニタケ

ヌメリガサ

ハラタケ

ラッパタケ

ベニタケ

ヒラタケ

フウセンタケ

イッポンシメジ

ベニタケ

フウセンタケ

イグチ

イグチ

イグチ

イッポンシメジ

キシメジ

キシメジ

エゾハijタケ

キシメジ

ヒメツチグリ

ヒラタケ

オウギタケ

キシメジ

フウセンタケ

キシメジ

オニイグチ

ヌメijガサ

ハラタケ

フウセンタケ

ヒラタケ

キシメジ

キシメジ

フウセンタケ

ベニタケ

キシメジ

ナヨタケ

ミミナミハタケ

イッポンシメジ

ヒトヨタケ

ヤマドリタケ

ベニタケ

ベニタケ

ヌメリガサ

ハラタケ

ラッパタケ

チチタケ

ヒラタケ

フウセンタケ

イッポンシメジ

ベニタケ

フウセンタケ

アミハナイグチ

ニガイグチ

ヤマドリタケ

イッポンシメジ

キツネタケ

モリノカレバタケ

エゾハリタケ

エノキタケ

ヒメツチグリ

ヒラタケ

オウギタケ

オオイチaウタケ

フウセンタケ

キッネタケ

キクバナイグチ

ヌメリガサ

シワカラカサタケ

フウセンタケ

ヒラタケ

ホウライタケ

モミタケ

チャツムタケ

ベニタケ

シメジ



一
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表3キノコスクリーニング試料（3）
鑓o． 和　名 学　名

80　シロイ　ケ

81才チバタケ

82才ツネンタケモドキ

83オトメノカサ

84オニイグチ

85オニイグチモドキ

86オニタケ
87オニテングタケ

88オニフウセンタケ

89カキシメジ

90カクミノシメジ

91カノシタ

92カバイロオオホウライタケ

93カバイにツルタケ

94カブベニチャ

95カブラテングタケ

96カベンタケ

97カヤタケ

98カラカサタケ

99カラスタケ

100カラハツタケ

101カラマツシメジ

102カラマツチチタケ

103カラマツベニハナイグチ

104カラムラサキハツ

io5カレエダタケ

106カワムラジンガサタケ

le7　”ワムラフウセンタケ

108カワリハツ

1egガンタケ

110カンバタケ

lllキアシグBタケ
112キアブラシメジ

ll3キァミアシイグチ

114キイボカサタケ

115キイロイグチ

116キクラゲ

ll7キサマツモドキ

118キシメジ

119キソウメンタケ

Origoporus　tophrolouous（Fr㌦）Gilbn．　ot　Ryv．

M8ra8mius　androsacOUS〈L．：Fr）F監

Polyporellu8　brumali8（Fr．）Karst

Cemerophyl｛us　virgineus（W継紙：Fr♪K継照轟er

Strobilomyoes　strobiiacous（Scop．：Fr．）Berk．

Strob＃omyces　eonfUsus　Sing。

Lopio馳aoutesquamosa（Weinm．：FゆGill．　s．　lat

A網ta轟lt8ρe鎚st8　Comor＆8as

Cortin8rius　nigrosquamo8us　Hongo

Tricholoma　ust810（Fr㌦：ド1㌦）Kummer

Lyophy儲um　syko8porum　Hongo＆Ciemencon（Kawam．）碗ongo

HydnUfn　repandum　L．：F乳

M8ra8mius　aurantiofem」区inous　HongO

Amanita　v8ginat8（Bull．：Fr㌦）Vitしver．　fulva（Schaeff．）

Co髭ybia　acer》ata（Fr．）Kummor

A顯aoita　gymnopus　Comer＆Bas
Ciavulinopsis　pulohra（Pock）Corner

Clitocybe　gibba（Pors。：ドr）Kummer

Mecrolepiote　procera（Sc◎P．：Fr．）SiB9．

Polyo驚ollus　mul廿plox（Underw）Murril書．

L8ct8r沁s　torm…轟osus（Schseff．：F乳＞S．　F．　Gray

Tricholoma　psammopus（Kalchbr．）Quel。

L8ct8湘sρoml轟s毒s　Rolland

Boletinus　p唱lustor（Peck）Peck

Russul80凧ie轟sis　HO「毎90

C』vulina　cri8t8t8（Holmsk．：F肌）Schroet

Ph800cd羅ybia　fes短va（Fr．）H。im

Cα蜘a由sp継rP繕msc。ns（F乙）ド乳

Rus8ul8　cyanoxanth8（Scheeff．）Fr㌦

A㎜轟瓶「秘bosco貸s　Pors．：Fr．

Piptoporus　betulinus（8ull．：Fr㌔）Karsし

Pd協｝oro縫緩s　va編（P。rs．：FゆK8rst

Coninarius　vibr8ゼlis（Fr．）Fr．

801etus　om8t韮pes　Peck

Rhodophy翻us　murraii（Bork＆Curt）Sing．

P雛lverebolet継s田vo轟elll（Bαk。＆CurtL）蟻攣rr．

Auricu皿a丙8　aurjcula（Hook）Undorw．

Tr韮cholom◎ρsls　d◎cora（Fr．）Sing．

Tricholoma　Havovirens（Pers．：Fr．）Lund．

Cl8w騒n叩si諒olvol8（Pors．　Fr♪Comer

目

ヒ　ナシケ
ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

キクラゲ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

科

　コ　　ン

キシメジ

タコウキン

ヌメリガサ

オニイグチ

オニイグチ

ハラタケ

テングタケ

フウセンタケ

キシメジ

キシメジ

カノシタ

キシメジ

テングタケ

キシメジ

テングタケ

シロソウメンタケ

キシメジ

ハラタケ

イボタケ

ベニタケ

キシメジ

ベニタケ

イグチ

ベニタケ

カレエダタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

ベニタケ

テングタケ

タコウキン

タ2ウキン

フウセンタケ

イグチ

イッポンシメジ

イグチ

キクラゲ

キシメジ

キシメジ

シロソウメンタケ

属

オシロイケ
ホウライタケ

オツネンタケモドキ

オトメノカサ

オニイグチ

オニイグチ

キツネノカラカサ

テングタケ

フウセンタケ

キシメジ

シメジ

カノシタ

ホウライタケ

テングタケ

モリノカレバタケ

テングタケ

ナギナタタケ

カヤタケ

カラカサタケ

カラスタケ

チチタケ

キシメジ

チチタケ

アミハナイグチ

ベニタケ

カレエダタケ

カワムラジンガサタケ

フウセンタケ

ベニタケ

テングタケ

カンバタケ

オツネンタケモドキ

フウセンタケ

ヤマドリタケ

イッポンシメジ

キイQイグチ

キクラゲ

サマツモドキ

キシメジ

ナギナタタケ



お

表4キノコスクリーニング試料（4）

No． 和　名 学　名

12◎　　マ　　ケ

121キチチタケ

122キツネタケ

123キツネノタイマツ

124キツネノチャブクP

125キツムタケ

126キナメツムタケ

127キニガイグチ

128キヌガサタケ

129キヌメリガサ

130キノボリイグチ

131キハツタケ

132キヒダタケ

133キヒダマツシメジ

134キヒラタケ

135キホウキタケ

136キララタケ

137キンチャフウセンタケ

138キンチャヤマイグチ

139キンチャワンタケ

14eクギタケ

14iクサウラベニタケ

142クサハツ
143クサハツモドキ

144クダアカゲシメジ

145クヌギタケ

146クリイロイグチ

14フクリイロムクエタケ

148クリタケ

149クロカワ

150クPサカズキシメジ

151クロチチタケ

152ク賃ノボリ9ユウタケ

153クロハツ

154クqハツモドキ
155クロラッパタケ

156ケシNウシメジ

157ケシロハツ

158ケシmハツモドキ

159ケロウジ

Amenita　hemibapha（berk．＆Br．）Ascc．　Subsp．　Javanica　Comer＆Bas

Lactarius　chrysor7heus　Fr㌔

Laccar韮a　laccata（Scop．：Fr．）8αk＆8r．

Phallus　rugulous（Fisch．）0．　Kuntze

しycopord◎n　pehatum　Pers．；Pers．

Gymnopilus　penetrans（Fr．：Fr）Murr．

Phoriota　spumosa（FrJ　Sing．

Tylop麺us　ba薩ouii（Peck）Sin呂

Di。tyophora　induslata（Vo轟し：Pers．）Fisch。

Hygrophorus　Iucorum　Kalchbr㌦

Suillus　spectabili8（Peck）Sing

匪＿8cta「韮緩s　flavid越IUS㎞al

Phylloporus　bellus（Mass．）Comer

Trloholo禰f田v“櫓（DC：Fr㌦＞Sacc．

Phllotopsis　nidk」lans（Pers．：Fr）Sin‘

Ramaria蘇av8（Fr。）Q犠el．

Coprinus　micaceus（Bull．：Fr．）Fr．

Co「ti轟a「i績s　a繕『e◎b「鱗轟轟o纏s縫o轟go

Lecci閣m　versipelle（Fr）Sne翻

Alo“r恰rbeana　F縁ckel

Chr◎ogomphus　ru匂lus（Schaef「：Fr．）0．　K．　Miller

Rhodophyii緩s　thod◎pollus（F肌＞Q纏er．

Russula　foetens　Pors．：Fr．

Russula　lau「◎ce「8si　Molzer

Triohdoma　vaccinum（Pers．：ドゆKummer

Mycona　galericulata（Scoρ．：FのS．　F．　Gray

Gyroporus　castanous（Bull．：FゆQuol．

Maorocystidia　cucumis（Pers．：Fr．）Joss．

Naematoloma　sublateritium（F7）Karst．

Boletopsis　leucomelas（Pers．：Fr．）Fayod

Pse穫dbc翫ocybe　cyathifer鐸盛s（8竃」縫．：Fr．）Sl轟9。

Lactarius罰gnyotus　Fr．

Hervella　lac纏轟osa　A穀el：Fr．

Russule　nigrioans（BulD　Fに

R鵠ss謎18　de纏s葎o縫a（Secr．）G濃．

Cra胎re麗us　c◎mucopioides（L：ドr．）Pers．

τ「量ch《）曇o絹馬a　o「1織ibens　Q繕ei．

L8ct8r｛us　vo昌ereus（Fr．）Fr．

し8ct縁7ius　sub》ellereus　Peck

Sarcodon　scabrosus（Fr㌦）Karsし

目

ハラケ
ハラタケ

ハラタケ

スッポンタケ

ホコリタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

スッポンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

チヤワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

チヤワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

科

テン　　ケ

ベニタケ

キシメジ

スッポンタケ

ホコリタケ

フウセンタケ

モエギタケ

イグチ

スッポンタケ

ヌメリガサ

イグチ

ベニタケ

イグチ

キシメジ

ヒラタケ

ホウキタケ

ヒトヨタケ

フウセンタケ

イグチ

ピPネマキン

オウギタケ

イッポンシメジ

ベニタケ

ベニタケ

キシメジ

キシメジ

イグチ

キシメジ

モエギタケ

イボタケ

キシメジ

ベニタケ

ノポリリュウタケ

ベニタケ

ベニタケ

アンズタケ

キシメジ

ベニタケ

ベニタケ

イボタケ

属

テン　　ケ

チチタケ

キツネタケ

スッポンタケ

ホコリタケ

チャツムタケ

スギタケ

ニガイグチ

キヌガサタケ

ヌメリガサ

ヌメリイグチ

チチタケ

キヒダタケ

キシメジ

キヒラタテ

ホウキタケ

ヒトヨタケ

フウセンタケ

ヤマイグチ

ヒイ鑓チヤワンタケ

クギタケ

イッポンシメジ

ベニタケ

ベニタケ

キシメジ

クヌギタケ

クリイロイグチ

クリイロムクエタケ

ク9タケ

クロカワ

ク日サカズキシメジ

チチタケ

ノボリij　Lウタケ

ベニタケ

ベニタケ

クロラッパタケ

キシメジ

チチタケ

チチタケ

コウタケ
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表5キノコスクリーニング試料（5）

No． 和　名 学　名

160コ　ジケ
i6iコウタケ

162コウモリタケ

i63　＝ガネタケ

164コガネフウセンタケモドキ

165コガネホウキタケ

166コガネヤマドリ

167コクサウラベニタケ

168コクリノカサ

169コケイcaヌメリガサ

肇70コザラミノシメジ

171コショウイグチ

172コスリコギタケ

173コタマゴテングタケ

174コテングタケ

175コテングタケモドキ

176コナカブリテングタケ

177コムラサキイッポンシメジ

178コムラサキシメジ

179ゴヨウイグチ

180コレラタケ

181サクラシメジ

182サクラシメジモドキ

183サクラタケ

184サケツバタケ
185ササクレヒトヨタケ

186ササクレフウセンタケ

187ササタケ
i88サザナミツバフウセンタケ

189サマツモドキタケ

190ザラエノハラタケ

191サンゴハリタケ

192シイタケ

ig3シメジモドキ

194シモプリシメジ

195シャカシメジ

196シャグマアミガサタケ

19フショウゲンジ

198ショウジョウタケ

199ショウロ

80btu8什atemus　Peck
Sarcodon　8spratus（Berk．）S．1to

Abatrellus　dispansus（Lloyd）Canf　et　Gilbn．

Pha。olepi。ta　aurea（Matし：Fr．）Maire

Coni轟edus　aurantiefulvus　Hoggo

Rama㎡a　auroa（Fr㌦）Quel。

801etUS　auripes　Peck

Rhodophyllus　nid◎rosus（Fr．）Quer㌦

卜蓄ygrophoru8　arbus面vus　Fr㌦

Hygrophorus　persoonii　Amolds

Melanoleuca　melaleuca〈Pers．：Fr．）Murr．

Chalciporus　piperatus（8ulし：Fr．）8atai闘e

Clava丙adelphus　ligUla（Schae任：Fr㌦）Donk

Amanita　cithna（Schaeff．）Pors．　var．　cit貞na

Amanita　p◎rphyria（Alb．＆Schw．：Fr．）Secr．

A禰蹴aρ80鞍dopo紬y痴Ho轟go
Amanita　g肖seofarinosa　Hongo
｝WtodoOphy　llu8　V　lolsoeus（Murr．）Sl轟9．

しepista　s◎rdidb（Schum．：Fr．）Sing

Suillus　placidus（Bonorden）Sing．

Galerina　fgsciculata　Hongo

H》grophorus　russula（Schaeff．：Fr㌦）Quei．

8ygr◎ρbOras蓼》疑覇ウ繕rasce轟s〈Alb．＆Schw．：Fr。）F乳

Mycena　pura（Pe艦s．：Fr㌦）Kummer

Strephar塁a汽igosoaERulate　Farlow　ift　Murr．

CoP肖mus　oomatus（Mu髄er：Fr㌦）Pers．

Co而na丙us　phdideus（Fr．：Fr．）Fr．

Derrnocybe　cinnamomea（L：Fr．）Wunsche

Co「tlna「ius　b◎vinus　Fr．

τric鳥dα繍ls　ru繍a轟s（Scheeff．：Fr．）SiR9。

Agaricus　subru廿lescens（Kauf十in．）Hotson＆Stuntz

He「iciu「悔「amosum（Me「at）しetellie「

Lentinus　edbdes（Berk）Sing。

Rh。d。phy舘繍s　clype細s（し）Quer，

TricbOloma　portentosum（Fr．）Quel．

しy◎phy　llum　fUr精OS繕π毒くPers．：Fr㌦）P」［）

Gyr。mitra・esculenta（Pers．：F乳）F鶴

Rozites　caperata（Pers．：Fr㌦）Karst

Democybe　cinnabarina（Fr．）Wunsche

Rhizopogon田bescens　Tul．

目

ハラケ
ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

チヤワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒメノガステル

科 属

イチ　　　ヤマドリケ
イボタケ　　　　　コウタケ
ニンギョウタケモドキニンギョウタケモドキ

ハラタケ

フウセンタケ

ホウキタケ

イグチ

イツポンシメジ

ヌメリガサ

ヌメリガサ

キシメジ

イグチ

シmソウメンタケ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

イッポンシメジ

キシメジ

イグチ

フウセンタケ

ヌメリガサ

ヌメリガサ

キシメジ

モエギタケ

ヒトヨタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

キシメジ

ハラタケ

サンゴハリタケ

ヒラタケ

イツポンシメジ

キシメジ

キシメジ

ノボリリュウタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

ショウロ

コガネタケ

フウセンタケ

ホウキタケ

ヤマドリタケ

イッポンシメジ

ヌメリガサ

ヌメリガサ

ザラミノシメジ

コショウイグチ

スリコギタケ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

イッポンシメジ

ムラサキシメジ

ヌメリイグチ

ケコガサタケ

ヌメリガサ

ヌメリガサ

クヌギタケ

モエギタケ

ヒトヨタケ

フウセンタケ

ササタケ

フウセンタケ

サマツモドキ

ハラタケ

サンゴハリタケ

マツオウジ

イツポンシメジ

キシメジ

シメジ

シャグマアミガサタケ

シyウゲンジ

ササタケ

シvaウロ
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表6キノコスクリーニング試料（6）
No， 和　名 学　名

2◎0シラマケ
201シロ才ニタケ

202シロカノシタ

203シ日カワラタケ

204シロキクラゲ

205シロシメジ

206シロタマゴテングタケ

207シ霞タモギタケ

208シロナメツムタケ

209シロヌメリイグチ

2給シPヌメリカラカサタケ

211シロバカワラタケ

212シロハツ
213シロヒメカヤアタケ

214シPフクmタケ
2i5シロマツタケモドキ

216シロヤマイグチ

217スギエダタケ

218スギタケモドキ

219スギヒラタケ

220ズキンタケ

221スッポンタケ

222スミゾメシメジ

223スリコギタケ

224センニンタケ

225センボンイチメガサ

226センボンクズタケ

227タケリタケ

228タヌキノチャブクロ

229タマウラベニタケ

230タマゴタケ

231タマゴテングタケモドキ

232タマシPオニタケ
233タモギタケ

234チシオタケ

235チチアワタケ

236チチタケ

237チャツムタケ

238チャナメツムタケ

239チャハijタケ

Kebayesia　niρρORIca（Kobayesi）茎r繋al　et　Kaw繍。

Amanit8　virginooides　Bas

Hydnum　rep8ndum　L：Fr．　v8r．　album　Quel。

Co＃oius　sp．

Tremella　fucifomis　Berk．

Tricholoma　japonicum　K8wam，

Amanitavoma（Bull．：Fr）Roques

Hypsi魂us・elmarluε（8鞍縫．：Fr．）Redhead

Pho爵ota　Ienta（Fr㌦）Sing．

Suillus　Iarioinus（Berk．　in　Hook．）0．　Kunセe

Li搬8co縫8　i蟻轟ata（Fr．：Fr．〉納“鐸㌦

Trich8ptum　olongatum（Berk）1maz。

Russuia　db肺ca　Fr．

Clitocybo　candic8ns（Pers．：F軋）Knmmer

Volverielle　speciose（Fr．：F乳＞Sl轟9．

T「icholoma　radloans　Hongo

Leccinum　holopus（Rostk）W8Uing

Str◎b謎urus　o擬shifmae（HORgo＆MatSuda＞HORgo

Pho髄ot8　squ8rr。soides（Peck）Sacc．

Pleurocybella　ponigens（Pers．：FゆSing，

Leotja　Iub肖c8（ScoP．：Fr，）Pers．　f，　lubrica

Pha縫us　impudlcus　Pe「S．

Ly叩わy秘㈱s舗tale〈Fr．）P．D

CIavariadolphus　pistjllaris（し）Donk

Alba蜘llりsρe8－caprae（Pers．：FゆP。uz．

K“eh冊mmycos　m虞ab謎ls（Sch8ef乳：Fr．）Sing．＆A．卜1．　Smith

Psathyrolla　multissima（Imai）H。ng。

Hypomycos　sp．

しycoperdon　pyhfbme　Sohaeff．：Pers．

Rhodephyllus　abodivus（8erk．＆C継r’t）SiR9．

Am8nut8　hemib8ph8（berk．＆8r）Sacc．　subsp．　hemibaph8

Amanita　iongistriata　1mai

A繍喰轟he　8b田奪｝鎗ρock

Pleurotus　comucopi8e（Paulet）Rolland　var．　cit加opileatus

Mycena　haematopoda（Pers．：Fr．）Kummer

Suillus　granulatus（し．：Fr．）0．　Kuntze

Lac之8「嚢鱗s　vole鍵黙毒S（Fr．）F「．

Gymnopilus　liquiritiae（Pers，：Fr）Karsし

Phoriot81ubrica（Pors．：Fr．）Sing

鍵y｛inellum　c｛｝ncrescens〈Pers。　ex　Schw．）8SRker

目

スッ　ンケ
ハラタケ

ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

シロキクラゲ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ビョウタケ

スッポンタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ニクザキン

ホコリタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

科 属

　臼トファルス

テングタケ

カノシタ

タコウキン

シロキクラゲ

キシメジ

テングタケ

キシメジ

モエギタケ

イグチ

テングタケ

タコウキン

ベニタケ

キシメジ

ウラベニガサ

キシメジ

イグチ

キシメジ

モエギタケ

キシメジ

ズキンタケ

スッポンタケ

キシメジ

シロソウメンタケ

シラマケ
テングタケ

カノシタ

カワラタケ

シロキクラゲ

キシメジ

テングタケ

シ日タモギタケ

スギタケ

ヌメリイグチ

ヌメijカラカサタケ

シハイタケ

ペニタケ

ツキヨタケ

フク日タケ

キシメジ

ヤマイグチ

マツカサキノコ

スギタケ

スギヒラタケ

ズキンタケ

スッポンタケ

シメジ

スリコギタケ

ニンギョウタケモFキニンギョウタケモドキ

モエギタケ

ヒトヨタケ

ヒポミケスキン

ホコリタケ

イッポンシメジ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

ヒラタケ

キシメジ

イグチ

ベニタケ

フウセンタケ

モエギタケ

イボタケ

センボンイチメガサ

ナヨタケ

ヒポミケス

ホコリタケ

イッポンシメジ

テングタケ

テングタケ

テングタケ

ヒラタケ

クヌギタケ

ヌメリイグチ

チチタケ

チャツムタケ

スギタケ

チャハリタケ
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表7キノコスクリーニング試料（7）

No． 和　名 学　名

240チャヒラケ
241チョウジチチタケ

242チリメンチチタケ

243ツエタケ

244ツキヨタケ

245ツクリタケ

246ツチカブリ

247ツチクラゲ

248ツチグリ

249ツチスギタケ

250ツチナメコ

251ツバアブラシメジ

252ツバシワカラカサタケ

253ツバフウセンタケ

254ッブカラカサタケ

255ツルタケ
256テングタケ

257テングノメシガイ

258トキイロラッパタケ

259ドクササコ

260ドクツルタケ

261ドクベニタケ

262ドクヤマドリ

263トサカホウキタケ

264トビイqノボ嚢錫ユウタケ

265トンビマイタケ

266ナガエノスギタケ

267ナカグロヒメカラカサタケ

268ナギナタタケ

269ナメ調

270ナラタケ

271ナラタケモドキ

272ニオイハリタケ

273ニオイハリタケモドキ

274ニオイワチチタケ

275ニオウシメジ

276ニガイグチモドキ

277ニガクリタケ

278ニカワジョウゴタケ

279ニカワチャワンタケ

Cropidotus　mo稲is（Schaef「：臼㌦）Kummer

しacta凶us　quiotus　Fr．

Lact8懸S　C◎rrugis　Peck

Oudemansiella　r8dicata（Relhan．：Fr）Sing．

Lerapteromyees　jaρonicus〈Kawa吊．＞SiB9．

Agaricus　bisporus（J．　Lange）1mbach

L80ta貞u8　pipomtus（Scop：FゆS．　F．　Gr8y

Rhizinaロndulat8　Fr㌦

Astrae繕5曇馨ygrO「繋otrlO縫s　Mo「98籍

Phoriota　torrestris　Ovorholts

AgroGybe　orebi8（Fr」）Kuhn．

Cortinarius　co総nlt秘s（Sow．：ド託）Fr．

Cy8todoma　sp．

Cortina巾s　am麺btus（Fr．：Fr．）Fr．

Leuoocop丙nus　bresadolae（Schulz．）S．　Wa＄ser

Am8nita　vag　lRats（8継ll．：Fr．）Vl雛va若vagiBata

Am8nita　p8ntherina（DC．：Fr．）Krombh．

マrichogiossura　hirSlltura（Pers．：F乳）80“d．£　hlsutum

Canth8rellus　lut蛭ocomus　Bigelow

C塵itocybe　8cromola巳981chi！鴇ura

Amanita　virosa（F「㌦）Bertillon

RllSStile　o鐸鴇嚢ca（Scheeff．：Fr．＞S．　F．　Grey

Bolotus　sp．

Ramaria　obtusissima（Peck）Comer
Gyrom｛tn巳infU甕8（Schaeff．：Fr。）Quel．

Meバpilus　giganteus（Pers．：FのKarst．

Hebeloma　radicosum（8uil．：FゆRicken

Lepiota　praetervisa　Hongo

Cla》uliROρsis　fUsifOi’Mis（Sow．：F銑＞Co鐸｝er

Phoriot8　nameko（T．！to）S．1to＆imai　in　lmai

A隔避1頷ella循e縫8a（V曲1．：Fr．）Karst

Am赫la酬8　tabescens（ScoP．）Sing．

Hydnellum　sueve。le照（Sc◎P二FのKr8s之

Hydno翻um　caoruleum（Homem．　ex　Pers．）Krast

しgctsriUS甜bzonariUS　HongO

Tricholoms♂ganteum　Masseo

Tylopilus　neofelleus　Hong。

縮aom8toloma殆scicu薔are（Hudson：Fr㌦）K8rst

Psoudohyd臓u鵬geSatinosum（SCOP．；F靴）K8rst

Neobulgaria　pura（Fr．）Petrak

目

ハラケ
ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

チャワンタケ

ニセシ§ウ日

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ビョウタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

チャワンタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

キクラゲ

ビョウタケ

科

チヤヒラケ
ベニタケ

ベニタケ

キシメジ

キシメジ

ハラタケ

ベニタケ

ノボリリュウタケ

ツチグU

モエギタケ

オキナタケ

フウセンタケ

ハラタケ

フウセンタケ

ハラタケ

テングタケ

テングタケ

テングノメシガイ

アンズタケ

キシメジ

テングタケ

ベニタケ

イグチ

ホウキタケ

ノボリリュウタケ

タコウキン

フウセンタケ

ハラタケ

シBソウメンタケ

モエギタケ

キシメジ

キシメジ

イボタケ

イボタケ

ベニタケ

キシメジ

イグチ

モエギタケ

ヒメキクラゲ

ズキンタケ

属

チヤヒラケ
チチタケ

チチタケ

ツエタケ

ッキヨタケ

ハラタケ

チチタケ

ツチクラゲ

ツチグ！ノ

スギタケ

フミヅキタケ

フウセンタケ

シワカラカサタケ

フウセンタケ

キヌカラカサタケ

テングタケ

テングタケ

テングノメシガイ

アンズタケ

カヤタケ

テングタケ

ベニタケ

ヤマドリタケ

ホウキタケ

シャグマアミガサタケ

トンビマイタケ

ワカフサタケ

キッネノカラカサ

ナギナタタケ

スギタケ

ナラタケ

ナラタケ

チャハリタケ

チヤハリタケ

チチタケ

キシメジ

ニガイグチ

クリタケ

ニカワジョウゴタケ

ニカワチャワンタケ
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表8キノコスクリーニング試料（8）
No． 和　名 学　名 目 科 属

280ニワハリケ
281ニセアシベニイグチ

282ニセアブラシメジ

283ニセクPハツ
284ニセズキンタケ

285ニワタケ
286ヌメリアイタケ

287ヌメリイグチ

288ヌメリササタケ

289ヌメリスギタケ

290ヌメリスギタケモドキ

291ヌメリツバイグチ

292ヌメリツバタケモドキ

293ネズミシメジ

294ノウタケ

295ハイイロシメジ

296ハエトリシメジ

29？ハダイ臼ガサ

298ハタケシメジ

299ハツタケ

300ハナイグチ

301ハナガサタケ
302ハナビラタケ

303ハナビラニカワタケ

304ハナホウキタケ
3◎§ハうタケ

306ハリガネオチバタケ

307ハンノキイグチ

308ヒイρガサ

309ヒイロチャワンタケ

319　tカゲウラベニタケ

311ヒカゲクロトマヤタケ

312ヒカゲシビレタケ

313ヒカゲヒメチチタケ

314ヒダハタケ

315ヒトヨタケ

3i6ヒメキシメジ

317ヒメシロタモギタケ

318ヒメマツタケ

319ヒメワカフサタケ

Phlogiotj8　helvo睡oidos（Fr）Manin

801e惣8ρso繕d◎0810ρ縫s　Ho轟go

Coninarius　tonuipos（Hongo）Hongo

R繕ss讐la　subnlgricens　Hongo

Noooudoniella　albicops（Pock）Korf

P8x鯛lus　8trotomentosus（8at8ch：Fr㌔）Fr．

Albatrellus　yasudsi（U。yd）Poりzar

Sui隔us　luteus（L：Fr㌦）S．　F．　Gray

Cortina湘s　pseudosalor　J⊥ange

Pheriota　adiposa（Fr．）Kummer

Phoriota　aurivella（8atsch：Fr．）Kummer

Suillus　subluteus（Pock）SnelI

O縫d働8轟slolla　vo轟oselemellata（1瀟8z．＆Toki）韮鎚忽．＆Honge

Tricholom8　virgaturn（F肌：Fr．）Kummer

Celvetie　craRiKormis（Schw。＞Fr．

Clitocyb8　nebulariε（Batsoh：Fr．）Kummer

T肖choloma　muscarium　K8wam．　ex　Hongo

Camer◎phyllus　peteRsis〈Per§．：F乳）Kljmmer

LyOphyilum　decastes（Fr㌦：Fr㌦）Sing．

し3cta誘題s　hetSudakeτa轟8ka

Sumus　grevillei（Klotz．）Sing．

Phoriota刊ammans（Fr．）Kummer

Sparassis　crispa　Wu匠：F乙

Treme翻a　fo蓄iacoa　Pe「s．：Fr．

R8maria　fomosa（FのQuel．

Agaricus　cemρestu’sし：Fr．

M8rasmius　siccus（Schw．）Fr㌧

Gyrodon　Iividus（Bu睡．：Fr．）Sacc．

Hygroeybe　pggicee（F紘）Kummer

Aleuria　aur8ntla（ドr．）Fuckel

Cllt｛》蜘s凶醗1継8（SCOP。：F乳）K“繍。r

1nocybe　obscura（Pors．）Gill．，　L　ozeensis　Kobay．

Psilocybo　argentipes　K．　Yokoy8ma

しact8轟繕8　C88t8轟◎psidis　HongO

Paxi81us　involutus（Batsch：Fr．）Fr．

CopriRus　atreme就arius（Bu墓1．：Fr，）Fr．

Ca鰭iStospOrium　luteooiiveceum（Berk，＆Curt）Sing．

C蒔tocybe　Iigna創is（Pers．：F肌）Karst　Ichimura

Agpericus　blazei蜘r乙

Hobol◎m8　S8coh8rlolens◎uel．

　クラ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ビョウタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ホコリタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

シロキクラゲ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

チャワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒメ　クラ

イグチ

フウセンタケ

ベニタケ

ズキンタケ

ヒダハタケ

ニ　ワハリ　ケ

ヤマドリタケ

フウセンタケ

ベニタケ

ニセズキンタケ

ヒダハタケ

ニンギョウタケモドキニンギョウタケモFキ

イグチ

フウセンタケ

モエギタケ

モエギタケ

イグチ

キシメジ

キシメジ

ホコリタケ

キシメジ

キシメジ

ヌメリガサ

キシメジ

ベニタケ

イグチ

モエギタケ

ハナビラタケ

シロキクラゲ

ホウキタケ

ハラタケ

キシメジ

イグチ

ヌメ9ガサ

ピロネマキン

イッポンシメジ

フウセンタケ

モエギタケ

ベニタケ

ヒダハタケ

ヒトヨタケ

キシメジ

キシメジ

ハラタケ

フウセンタケ

ヌメリイグチ

フウセンタケ

スギタケ

スギタケ

ヌメリイグチ

ツエタケ

キシメジ

ノウタケ

カヤタケ

キシメジ

オトメノカサ

シメジ

チチタケ

ヌメリイグチ

スギタケ

ハナビラタケ

シロキクラゲ

ホウキタケ

ハラタケ

ホウライタケ

ハンノキイグチ

アカヤマタケ

ヒイロチャワンタケ

ヒカゲウラベニタケ

アセタケ

シビレタケ

チチタケ

ヒダハタケ

ヒトヨタケ

ヒメキシメジ

カヤタケ

ハラタケ

ワカフサタケ
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表9キノコスクリーニング試料（9）

No． 和　名 学　名 目 科 属

320ヒラケ
321ヒmハアンズタケ
322ヒロハウスズミチチタケ

323ヒraハチチタケ
324ヒmメノトガリアミガサタケ

325フウセンタケモドキ

326フキサクラシメジ

327フクロタケ

328フクロツルタケ

329フサクギタケ

330フサヒメホウキタケ

331フジイロタケモドキ

332フジウスタケ

333フチドリツエタケ

334ブナシメジ

335ブナヌメリガサ

336ブナハリタケ

337ベニイグチ

338ベニカノァシタケ

339ベニテングタケ

340ベニナギナタタケ

341ベニハナイグチ

342ベニヒガサ

343ベニヒダタケ

344ヘビキノコモドキ

34§ヘラタケ

346ホウキタケ
347ホテイシメジ

348ホンシメジ

349マイタケ

350マスタケ

351マツオウジ

352マツタケ
353マツタケ（カナダ）

354マツタケモドキ

355マムシフウセンタケ

356マメザヤタケ

357マルミノアブラシメジ

358マンネンタケ
359ミイノモミウラモドキ

Pleurotus　ostreatus（Jacq．：Fr．）Kummer

Hygrophoropsls　aurandaca（Wulf．：Fr．）Malre

Lactarius　subplinthoga番us　Coker

Lactarius　hygrophoroides　Berk＆C縁rし

Morchella　costata（Vent）Pers．

Cortinarius　pseudopurpurascens　Hongo

Hygrophorus　pudo崩us（Fr．）F鉄

Volvahe締a　vo粒acoa（Bull、：Fr㌔）Sing　var．　volvacea

Amanita　volv施（Pock）MarUn
Chr◎◎gemphus　t。禰轟七。s“s（Murr．）0．　K，　Miller

Clavicorona　pyxidata（Pors．：Fr㌦）Doty

Corゼnalius　variecobr（Pors．：FゆFr．

Gomphus　twlsa轟ensis〈三瀟al）Pa猟as之o

Oudemensietla　brunneomarginataし．　Vassili6va

HyPS韮Z韮9US・marmoreuS〈Pock）8igel。W

Hygrophorus　leucophaeus（Scop．）Fr㌦

Mycoleptodonoldes　aitchisonii（Bork．）Mass　G．

Heimiella　jaPORice　Ho嚢go

Myoena．　Aoicula（Schaef正：Fr）Kummer

Ama轟ita剛scaha（L：Fr。）Pers

Clavulinopsis　miyabeana（S．貰to）S．童to

Suillus　piotus（Peck）AH．　Srnith＆Thiers

Hygrocybe　cantharo恥s（Schw）Murrill

Pl匪eus　l副nus（S繭粍：Fr．）Ku㎜er

㎞n血　叩issacea　 ！㎜i

Sga廿田la6a　8avida　Pers．：ドr

Ramaria　botryUs（Pers．）Ricken

Clit◎cybe　clavipes（Pers．：F監）Kummer

しyophy鰐um　Sklmqji（kwam．）HOBgO

Grifola　fレondbsa（Dicks．：Fr㌧）S．F。Gray

しaetip◎rUS　sulpl｝ureUS〈F乳）Murr．・var．・mlnlatus〈Jungh．）1禰zekl

しenゼnus　lopideus（Fr．：Fr㌦）Fr．

T㎡choloma　matsutake（S．壮o＆Imei）Sing

Tricholoma　ponderosum
Tricholoma　r◎bustum（Alb．＆Schw．：Fr．）Rickens．1mazeki

CorUnar董us　trivialis　J．　Lange

Xy　laria　p◎lymorpha（Pers．）Grev，

CorUnar嘩us　subdelibu彪」sト10ngo

G自n◎derma　Iucidum（Leyss．：Fr㌦）Karst

Rhod◎phy鰭“s　st8“rosporus（Bres。）J．1』nge

ハラケ
ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

チヤワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ビョウタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

クロサイワイタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ヒラケ
ヒダハタケ

ベニタケ

ベニタケ

アミガサタケ

フウセンタケ

ヌメリガサ

ウラベニガサ

テングタケ

オウギタケ

フサヒメホウキタケ

フウセンタケ

ラッパタケ

キシメジ

キシメジ

ヌメリガサ

エゾハリタケ

オニイグチ

キシメジ

テングタケ

シロソウメンタケ

イグチ

ヌメリガサ

ウラベニガサ

テングタケ

テングノメシガイ

ホウキタケ

キシメジ

キシメジ

タコウキン

タコウキン

ヒラタケ

キシメジ

キシメジ

キシメジ

フウセンタケ

クロサイワイタケ

フウセンタケ

マンネンタケ

イッポンシメジ

ヒラケ
ヒ日ハアンズタケ

チチタケ

チチタケ

アミガサタケ

フウセンタケ

ヌメリガサ

フクロタケ

テングタケ

クギタケ

フサヒメホウキタケ

フウセンタケ

ラッパタケ

ツエタケ

シqタモギタケ

ヌメリガサ

ブナハリタケ

ベニイグチ

クヌギタケ

テングタケ

ナギナタタケ

ヌメリイグチ

アカヤマタケ

ウラベニガサ

テングタケ

ヘラタケ

ホウキタケ

カヤタケ

シメジ

マイタケ

アイカワタケ

マツオウジ

キシメジ

キシメジ

キシメジ

フウセンタケ

クロサイワイタケ

フウセンタケ

マンネンタケ

イツポンシメジ
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表10キノコスクり一ニング試料（10）

No． 和　名 学　名

360ミイロスケ
361ミドリスギタケ

362ミネシメジ

363ミミブサタケ

364ミヤマテングタケ

365ムキタケ
366ムササビタケ

367ムジナタケ

368ムツノウラベニタケ

369ムラサキアブラシメジモドキ

37◎ムラサキシメジ

371ムラサキナギナタタケ

372ムラサキフウセンタケ

373ムレオオフウセンタケ

374モエギタケ

375モミタケ

376モリノカレバタケ

377ヤギタケ

378ヤナギマツタケ

379ヤニタケ
380ヤブレベニタケ

381ヤマイグチ
382ヤマドリタケ

383ヤマドリタケモドキ

384ヤマブシタケ

385ヨヘイジ

386ワサビカレバタケ

387ワタカラカサタケ

388ワタゲヌメリイグチ

Canthare瀦us　cinnaba肖nus　Schw．

Gymnopilus　aoru纈nosus（Peck）Sing．

Tr肇chol◎鰹壌sερo携aco継蒲（Fr．）KumiRer

Wynnoa　giga胸toa　8erk．　ot　Curし

Amanita　sp．

Panellus　seroゼnus（Pors．：Fr．）Kuhn

Psathyre鰻a　pUuliformis（Bu胆．：FのP．　D．　Orton

Ps8thyre縫a　ve｛uti轟a（Pers．）Sing．

Rhodocybo　mundula（Lasch）Sing

Cortinarius　salor　Fr．

しoplsta轟継da（8纏鍵．：Fr。）Cooke

Ctavaria　purpuroa　Muoll．：Fr．

Cortinarius　violacous（L二Fr．）Fr．

Cortinedus　praestans（Cord．）Sacc．

Stropharia　aoruginosa（Curt：Fr．）Quel．

Catatholasma　vent丙cosum（Peck）Sing．

Co｛tyb藍a　dryophila（8ull．二Fr．）Kummer

Hygropho汽書s　camarophyllus（Alb。＆Schw．：Fr．）◎継吊ee

Agrocybe　cylindracea（DC．：Fr）Maire

lschnodema　rosi◎osum（F「㌧）Ka「st．

Russula　rosacoa（Pers．；Fr．）S．　F。　Gray

Leccinum　scabrum（Bull．：Fr．）S．　F．　Gray

Boletus　edblis　Bu闘．：Fr．

801et雑s　re嚢奪繕藝at秘s　Sc鼓ae仔．

Hericium　orinaceum（Fr．）Pors．

Russula　intogra（し）Fr．

Co腿ybia　peronate（Bolt：Fr．）Kummor

Leρiota　clyρeo韮a6a（Bull．：ドr．）K縫搬瀟8r

Sui醐us　tomentosus（Kau仔，）Sing，　Sndl＆Dlck

目

ヒ　ナシケ
ハラタケ

ハラタケ

チャワンタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ヒダナシタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

ハラタケ

科

アン　　ケ

フウセンタケ

キシメジ

ベニチャワンタケ

テングタケ

キシメジ

ヒトヨタケ

ヒトヨタケ

イッポンシメジ

フウセンタケ

キシメジ

シロソウメンタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

モエギタケ

キシメジ

キシメジ

ヌメリガサ

オキナタケ

タ期ウキン

ベニタケ

イグチ

イグチ

イグチ

サンゴハリタケ

ベニタケ

キシメジ

ハラタケ

イグチ

属

アン　　ケ

チャツムタケ

キシメジ

ミミブサタケ

テングタケ

ワサビタケ

ナヨタケ

ナヨタケ

ムツノウラベニタケ

フウセンタケ

ムラサキシメジ

シロソウメンタケ

フウセンタケ

フウセンタケ

モエギタケ

モミタケ

モリノカレバタケ

ヌメリガサ

フミヅキタケ

ヤニタケ

ベニタケ

ヤマイグチ

ヤマドリタケ

ヤマドリタケ

サンゴハリタケ

ベニタケ

モリノカレバタケ

キツネノカラカサ

ヌメリイグチ
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表11キノコスクリーニング試料数（科による分類）

子のう菌亜門

担子菌亜門

盤菌綱

ビョウタケ　　　　テングノメシガイ

　　　　　　　　　ズキンタケ

チャワンタケ　　　ベニチャワンタケ

　　　　　　　　　ノボリリュウタケ

　　　　　　　　　アミガサタケ

　　　　　　　　　ピロネマキン

核菌綱
ニクザキン　　　　ヒポミケスキン

クロサイワイタケ　クPサイワイタケ

異型担子菌綱
シロキクラゲ　　　シロキクラゲ

キクラゲ　　　　　キクうゲ

　　　　　　　　　ヒメキクラゲ

真正握子菌綱・帽菌亜綱

ヒダナシタケ アンズタケ

ラッパタケ

シロソウメンタケ

フサヒメホウキタケ

カレエダタケ

ホウキタケ

ハナビラタケ

サンゴハリタケ

カノシタ

エゾハリタケ

イボタケ

ニンギ3ウタケモドキ

タコウキン

マンネンタケ

2
内
φ
1
4
り
」
ウ
6

1
1
り
6
り
る
0
6

4
2
7
1
1
5
唾
2
2
2
7
3
5
1

目 科 試料数

担子菌亜門ハラタケ　　　ヒラタケ

　　　　　　　　　　　　　ヌメリガサ

　　　　　　　　　　　　　キシメジ

　　　　　　　　　　　　　テングタケ

　　　　　　　　　　　　　ウうべニガサ

　　　　　　　　　　　　　ハラタケ

　　　　　　　　　　　　　ヒトヨタケ

　　　　　　　　　　　　　モエギタケ

　　　　　　　　　　　　　フウセンタケ

　　　　　　　　　　　　　チャヒラタケ

　　　　　　　　　　　　　イッポンシメジ

　　　　　　　　　　　　　ヒダハタケ

　　　　　　　　　　　　　オウギタケ

　　　　　　　　　　　　　イグチ

　　　　　　　　　　　　　オニイグチ

　　　　　　　　　　　　　ベニタケ

　　　　　　腹菌亜綱
　　　　　　ニセショウロ　ツチグリ

　　　　　　ボコリタケ　　ヒメツチグリ

　　　　　　　　　　　　　ホ凝リタケ

　　　　　　スッポンタケ　スッポンタケ

　　　　　　　　　　　　　プロトファルス

　　　　　　ヒメノガステルシMウロ

9
7
2
2
3
3
8
6
0
1
2
3
5
9
4
8

　
曝
7
2
　
肇
　
1
4
　
1
　
　
3
　
3
1
4
置
4
6
φ
1
1



表12キノコスクリーニングACE阻害（1）

No．　　　　　和　名
ACE阻害
　　　　　　No．
　％

和　名

1アイカワタケ

2アイシメジ

3アイバシロハツ

4アオイヌシメジ

5アオゾメツチカブリ

6アカァザタケ

7アカカバイロタケ

8アカゲフウセンタケ

9アカササタケ

10アカジコウ

11アカチシオタケ

12アカチチタケ

13アカチャツエタケ

14アカツブフウセンタケ

15アカツムタケ

16アカハツ
17アカヒダササタケ

18アカモミタケ

19アカヤマタケ

20アカヤマドリ

21アキヤマタケ
22アケボノアワタケ

23アケボノサクラシメジ

24アシグロタケ

25アシナガヌメリ

26アシベニイグチ

27アバタチャブクロ

28アブラシメジ

29アマタケ
30アミガサタケ

31アミスギタケ

32アミタケ

33アミハナイグチ

34アミヒラタケ

35アメリカウラベニイロガワリ

36アラゲカワキタケ

37アラゲキクラゲ

38アワタケ
39アンズタケ

摺
粥
鴛
↓
n
謝
盤
鷲
“
獅
a
。
鋼
調
儲
鵠
欝
端
鵡
雷
観
篇
㈱
螺
㎎

40イタチタケ

41イタチナミハタケ

42イッポンシメジ

43イヌセンボンタケ

44イロガワリ

45イロガワリシロハツ

46イロガワリベニタケ

47ウコンガサ

48ウスキリモリノカサ

49ウスタケ

50ウズハツ

51ウスヒラタケ

52ウスフジフウセンタケ

53ウスムラサキイッポンシメジ

54ウスムラサキハツ

55ウスムラサキフウセンタケ

56ウツロベニハナイグチ

57ウラグロニガイグチ

58ウラベニイロガワリ

59ウラベニホテイシメジ

60ウラムラサキ

61エセオリミキ

62エゾハリタケ

63エノキタケ

64エリマキツチグリ

65エリンギ

66オウギタケ

67オオイチョウタケ

68オオウスムラサキフウセンタケ

69オオキツネタケ

70オオキノボリイグチ

71オオサクラシメジ

72オオシワカラカサタケ

73オオツガタケ

74オオヒラタケ

75オオホウライタケ

76オオモミタケ

77オオワライタケ

78オキナクサハツ

79オシロイシメジ
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表13キノコスクリーニングACE阻害（2）

No．　　　　　和　名
ACE阻害
　　　　　No．
　96

和　名

80オシロイタケ

81オチバタケ

82オツネンタケモドキ

83オトメノカサ

84オニイグチ

85オニイグチモドキ

86オニタケ

87オニテングタケ

88オニフウセンタケ

89カキシメジ

90カクミノシメジ

91カノシタ

92カバイロオオホウライタケ

93カバイロツルタケ

94カブベニチャ

95カブラテングタケ

96カベンタケ

97カヤタケ

98カラカサタケ

99カラスタケ

10eカラハツタケ

101カラマツシメジ

102カラマツチチタケ

103カラマツベニハナイグチ

104カラムラサキハツ

105カレエダタケ

1e6カワムラジンガサタケ

107カワムラフウセンタケ

108カワリハツ

109ガンタケ

110カンバタケ

111キアシグロタケ

112キアブラシメジ

113キアミアシイグチ

114キイボカサタケ

115キイロイグチ

116キクラゲ

117キサマツモドキ

118キシメジ

119キソウメンタケ

0
コ
万
O
j
5
ゆ
3
9
つ
3
3
万
」
2
3
2
£
β
4
2
フ
9
4
3
4
2
2
フ
3
」
」
2
3
五
3
3
。
1
3
つ
3

α
1
4
弓
1
1
1
5
1
4
1
0
8
織
3
4
6
1
5
2
0
う
0
0
1
0
8
4
4
1
9
－
0
2
8
う
2
6
弓
1
1
う
1
3
4
2
2
2
1
7
3
7
2
1
℃
1
7
3
8

　
聯
　
　
葡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇
　
　
　
　
　
　
“

120キタマコタケ

121キチチタケ

122キツネタケ

123キツネノタイマツ

124キツネノチャブクロ

125キツムタケ

126キナメツムタケ

127キニガイグチ

128キヌガサタケ

129キヌメリガサ

130キノボリイグチ

131キハツタケ
132キヒダタケ

133キヒダマツシメジ

134キヒラタケ

135キホウキタケ

136キララタケ

137キンチャフウセンタケ

138キンチャヤマイグチ

139キンチャワンタケ

140クギタケ

141クサウラベニタケ

142クサハツ
143クサハツモドキ

144クダアカゲシメジ

145クヌギタケ

146クリイロイグチ

147クリイロムクエタケ

148クリタケ

149クロカワ

150クロサカズキシメジ

151クロチチタケ

152クロノボリリュウタケ

153クロハツ

154クロハツモドキ

155クロラッパタケ

156ケショウシメジ

157ケシロハツ
158ケシロハツモドキ

159ケロウジ

27
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表14キノコスクリーニングACE阻害（3）

No．　　　　　和　名
ACE阻害
　　　　　　No．
　％

和　名

160コウジタケ

161コウタケ

162コウモリタケ

163コガネタケ

164コガネフウセンタケモドキ

165コガネホウキタケ

166コガネヤマドリ

167コクサウラベニタケ

168コクリノカサ

169コケイロヌメリガサ

170コザラミノシメジ

171コショウイグチ

172コスリコギタケ

173コタマゴテングタケ

174コテングタケ

175コテングタケモドキ

176コナカブリテングタケ

177コムラサキイッポンシメジ

178コムラサキシメジ

179ゴヨウイグチ

180コレラタケ

181サクラシメジ

182サクラシメジモドキ

183サクラタケ

184サケツバタケ

185ササクレヒトヨタケ

186ササクレフウセンタケ

187ササタケ
188サザナミツバフウセンタケ

189サマツモドキタケ

190ザラエノハラタケ

191サンゴハリタケ

192シイタケ

193シメジモドキ

194シモプリシメジ

195シャカシメジ

196シャグマアミガサタケ

197ショウゲンジ

198ショウジョウタケ

199ショウロ

雷
蝿
鵬
叡
勇
8
。
認
緩
…
熾
鵬
朋
溜
“
糊
耐
漏
旙
貿
朧
麗
場
悩

200シラタマタケ

201シロオニタケ

202シロカノシタ

203シロカワラタケ

204シロキクラゲ

205シロシメジ

206シロタマゴテングタケ

207シロタモギタケ

208シロナメツムタケ

209シロヌメリイグチ

210シロヌメリカラカサタケ

211シロバカワラタケ

212シロハツ
213シロヒメカヤアタケ

214シロフクロタケ

215シロマツタケモドキ

216シロヤマイグチ

217スギエダタケ

218スギタケモドキ

219スギヒラタケ

220ズキンタケ

221スッポンタケ

222スミゾメシメジ

223スリコギタケ

224センニンタケ

225センボンイチメガサ

226センボンクズタケ

227タケリタケ

228タヌキノチャブクロ

229タマウラベニタケ

230タマゴタケ

231タマゴテングタケモドキ

232タマシロオニタケ

233タモギタケ

234チシオタケ

235チチアワタケ

236チチタケ

237チャツムタケ

238チャナメツムタケ

239チャハリタケ
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表15キノコスクリーニングACE阻害（4）

No．　　　　　和　名
ACE阻害
　　　　　　No．
　％

和　名

240チャヒラタケ

241チョウジチチタケ

242チリメンチチタケ

243ツエタケ

244ツキヨタケ

245ツクリタケ

246ツチカブリ

247ツチクラゲ

248ツチグリ

249ツチスギタケ

250ツチナメコ

251ツバアブラシメジ

252ツバシワカラカサタケ

253ツバフウセンタケ

254ツブカラカサタケ

255ツルタケ

256テングタケ

257テングノメシガイ

258トキイロラッパタケ

259ドクササコ

260ドクツルタケ

261ドクベニタケ

262ドクヤマドリ

263トサカホウキタケ

264トビイロノボリリュウタケ

265トンビマイタケ

266ナガエノスギタケ

267ナカグロヒメカラカサタケ

268ナギナタタケ

269ナメコ

270ナラタケ

271ナラタケモドキ

272ニオイハリタケ

273ニオイハリタケモドキ

274ニオイワチチタケ

275ニオウシメジ

276ニガイグチモドキ

277ニガクリタケ

278ニカワジョウゴタケ

279ニカワチャワンタケ

瀦
刀
夢
0
2
碧
刀
9
0
瓢
鴛
稔
麗
智
0
8
麗
a
β
篶
麗
鱒
a
β
a
8
0
9
盤
建
麗
価

2
轍
1
2
2
1
一
　
6
馴
1
4
　
1
2

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椰
　
　
　
　
　
繍
　
一

鰯
Q
り

1
　

1
　
謡
3
1
一
　
　
一
一
3
　一幽

280ニカワハリタケ

281ニセアシベニイグチ

282ニセアブラシメジ

283ニセクロハツ

284ニセズキンタケ

285ニワタケ
286ヌメリアイタケ

287ヌメリイグチ

288ヌメリササタケ

289ヌメリスギタケ

290ヌメリスギタケモドキ

291ヌメリツバイグチ

292ヌメリツバタケモドキ

293ネズミシメジ

294ノウタケ

295ハイイロシメジ

296ハエトリシメジ

297ハダイロガサ

298ハタケシメジ

299ハツタケ

300ハナイグチ

301ハナガサタケ
302ハナビラタケ

303ハナビラニカワタケ

304ハナホウキタケ

305ハラタケ

306ハリガネオチバタケ

307ハンノキイグチ

308ヒイロガサ

309ヒイロチャワンタケ

310ヒカゲウラベニタケ

311ヒカゲクロトマヤタケ

312ヒカゲシビレタケ

313ヒカゲヒメチチタケ

314ヒダハタケ

315ヒトヨタケ

316ヒメキシメジ

317ヒメシロタモギタケ

318ヒメマツタケ

319ヒメワカフサタケ
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表16キノコスクリーニングACE阻害（5）

No．　　　　　和 名
ACE阻害
　　　　　No．
　％

和　名

320ヒラタケ

321ヒロハアンズタケ

322ヒロハウスズミチチタケ

323ヒロハチチタケ

324ヒロメノトガリアミガサタケ

325フウセンタケモドキ

326フキサクラシメジ

327フクロタケ

328フクロツルタケ

329フサクギタケ

330フサヒメホウキタケ

331フジイロタケモドキ

332フジウスタケ

333フチドリツエタケ

334ブナシメジ

335ブナヌメリガサ

336ブナハリタケ

337ベニイグチ

338ベニカノアシタケ

339べニテングタケ

340ベニナギナタタケ

341べニハナイグチ

342ベニヒガサ

343べニヒダタケ

344ヘビキノコモドキ

345ヘラタケ

346ホウキタケ
347ホテイシメジ

348ホンシメジ

349マイタケ

350マスタケ

351マツオウジ

352マツタケ
353マツタケ（カナダ）

354マツタケモドキ

355マムシフウセンタケ

356マメザヤタケ

357マルミノアブラシメジ

358マンネンタケ

359ミイノモミウラモドキ

360ミキイロウスタケ

361ミドリスギタケ

362ミネシメジ

363ミミブサタケ

364ミヤマテングタケ

365ムキタケ
366ムササビタケ

367ムジナタケ

368ムツノウラベニタケ

369ムラサキアブラシメジモドキ

370ムラサキシメジ

371ムラサキナギナタタケ

372ムラサキフウセンタケ

373ムレオオフウセンタケ

374モエギタケ

375モミタケ

376モリノカレバタケ

377ヤギタケ
378ヤナギマツタケ

379ヤニタケ
380ヤブレベニタケ

381ヤマイグチ

382ヤマドリタケ

383ヤマドリタケモドキ

384ヤマブシタケ

385ヨヘイジ

386ワサビカレバタケ

387ワタカラカサタケ

388ワタゲヌメリイグチ
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表17キノコスクリーニングACE阻害（4096以上阻害食毒等分類）

No．　　　　　和 名
　　　　　　　　　　　　　　　　栽培ACE阻害　　　　　　　　食毒
　　　　　　　　　　　　　　　　可・否　％

206シロタマゴテングタケ

260ドクツルタケ

193シメジモドキ

127キニガイグチ

165コガネホウキタケ

　9アカササタケ

346ホウキタケ

195シャカシメジ

218スギタケモドキ

249ツチスギタケ

227タケリタケ

152クロノボリリュウタケ

343べニヒダタケ

161コウタケ

289ヌメリスギタケ

311ヒカゲクロトマヤタケ

363ミミブサタケ

238チャナメツムタケ

90カクミノシメジ

222スミゾメシメジ

254ツブカラカサタケ

32アミタケ

36アラゲカワキタケ

229タマウラベニタケ

47ウコンガサ

359ミイノモミウラモドキ

71オオサクラシメジ

329フサクギタケ

控
0
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舗
師
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幻
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稲
脳
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η
刀
e
7
田
肥
餌
鯉
麗
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御
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控
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毒

毒

食

可食

毒

不食（食毒不明）

食用（多）

食用（多）

可食

毒

不食（食毒不明）

不食（食毒不明）

不食（食毒不明）

食用（多）

食用（多）

毒

不食（食毒不明）

食用（多）

食用（多）

食用（多）

毒

食用（多）

不食（食毒不明）

可食

可食

不食（食毒不明）

食用（多）

可食
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表18キノコスクリー一ニングACE阻害平均（科による分類）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ACE阻害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗　　　　試料数　（％）平均

子のう菌亜門　盤菌綱

　　　　　　　ビョウタケ

チャワンタケ

テングノメシガイ

ズキンタケ

ベニチャワンタケ

ノボリリュウタケ

アミガサタケ

ピロネマキン

核菌綱

ニクザキン　　　　ヒポミケスキン

クロサイワイタケ　クロサイワイタケ

担子菌亜門　　異型担子菌綱
　　　　　　　シロキクラゲ

　　　　　　　キクラゲ

シロキクラゲ

キクラゲ

ヒメキクラゲ

真正担子菌綱・帽菌亜綱
ヒダナシタケ アンズタケ

ラッパタケ

シロソウメンタケ

フサヒメホウキタケ

カレエダタケ

ホウキタケ

ハナビラタケ

サンゴハリタケ

カノシタ

エゾハリタケ

イボタケ

ニンギョウタケモドキ

タコウキン

マンネンタケ
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　　　　ACE阻害
試料数　（％）平均
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キシメジ

テングタケ

ウラベニガサ

ハラタケ

ヒトヨタケ

モエギタケ

フウセンタケ

チャヒラタケ

イツポンシメジ

ヒダハタケ

オウギタケ

イグチ

オニイグチ

ベニタケ

腹菌亜綱
ニセショウロ　ツチグリ

ホコリタケ　　ヒメツチグリ

　　　　　　ボコリタケ

スッポンタケ　スッポンタケ

　　　　　　プロトファルス

ヒメノガステルシ§ウP
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表19主要食用キノコ試料
試料
mo． 和名 学名 目 科 属

栽培
ﾂ・否

採取地・生産地

「
1
ウスヒラタケ Pleurotus　puImonarius　（Fr．）　Quel． ヒラタケ O 栃木県（八方ヶ原）

2 ヒラタケ Pleurotus　ostreatus（JaGq．．Fr．）Ku㎜er ヒラタケ ヒラタケ o 福島県（南郷村）

3 オオヒラタケ Pleurotus　cystidiosus　O．　K．　麟iller ヒラタケ o 沖縄県

4 サクラシメジ Hygrophorus　russu　l　a　（Schaeff．　．　Fr．）　Que　l． ヌメリガサ ヌメリガサ × 福島県（舘岩村）

5 スミゾメシメジ LyophyIIum　semitale　（Fr．）　P．　D シメジ × 山梨県（富士山）

6 ハタケシメジ Lyophy口um　decastes　（Fr．　°　Fr．）　Sing． シメジ o 福島県（南郷村）

7 ホンシメジ Lyophy　I　I　um　sh　i　mej　i　（Kawam．）　Hongo シメジ o 福島県（桧枝岐村）

8 シロタモギタケ Hyps　i　zigus　uImarius　（BulI．　　　Fr．）　Redhead シロタモギタケ X 福島県（桧枝岐村）

9 ブナシメジ（市販品） Hyps　i　z　i　gus　marmoreus　（Peck）　Bige　I　ow
キシメジ

シロタモギタケ O
　　新潟県
iスーパーで購入）

10 コムラサキシメジ Lep　i　sta　sordida（Schum．　　Fr．）　Slng．

ノ、

宴
^
ケ

ムラサキシメジ o 長野県（白馬村）

臼 ニオウシメジ Tr　i　cho　l　oma　g　i　ganteum　襯assee キシメジ O 埼玉県（蓮田市）

12 ムキタケ Pane日us　serot　i　nus　（Pers．　　　Fr．）　Kuhn ワサビタケ ○ 長野県（白馬村）

13 クリタケ Na㎝atol㎝a　subIateritium（Fr．）Karst． クリタケ O 長野県（白馬村）

14 チャナメツムタケ Phor　iota　Iubr　iGa　（Pers．　：　Fr．）　Sing． スギタケ × 福島県（日中温泉）

15 ナメコ Phor　l　ota　nameko　（T．　lto）　S．　lto＆　I　ma　i　in　l旧a　i スギタケ O 長野県（白馬村）

16 ヌメリスギタケ Phor　i　ota　ad　i　posa　（Fr．）　K㎜er
モエギタケ

スギタケ O 福島県（桧枝岐村）

17 ヌメリスギタケ（栽培品） Phor　iota　adiposa（Fr．）Ku㎜er スギタケ O 福岡県（大木町）

18 ヌメリスギタケモドキ Phor　i　ota　aurive日a（Batsch：Fr．）Ku㎜er スギタケ X 山梨県（八ヶ岳）

19 シメジモドキ Rhodophy　I　l　us　c　l　ypeatus（L．）　Quer。 イッポンシメジ イッポンシメジ × 埼玉県（蓮田市）

20 アミタケ Su目lus　bov　i　nus　（し．：Fr．）　0．　Kuntze イグチ ヌメリイグチ X 福島県（昭和村）

21 ホウキタケ Ramaria　botryt　i　s　（Pers．）　Ricken ホウキタケ ホウキタケ × 山梨県（富士山）

22 コウタケ Sarcodon　aspratus　（Berk．）　S．　lto

ヒダ

iシ
^ケ

イボタケ コウタケ ×
　　福島県
i舘岩村・伊南村）

23 マイタケ Gr　ifola　frondosa　（Dicks．：　Fr．）　S．　F．　Gray タコウキン マイタケ O 長野県（開田村）



表20主要食用キノコACE阻害

　　　　　　　　　　　　　　　　ACE　No．　　　　和名　　　　　　　　　　　　　　　阻害（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

ウスヒラタケ

ヒラタケ

オオヒラタケ

サクラシメジ

スミゾメシメジ

ハタケシメジ

ホンシメジ

シロタモギタケ

ブナシメジ（市販品）

コムラサキシメジ

ニオウシメジ

ムキタケ

クリタケ

チャナメツムタケ

ナメコ

ヌメリスギタケ

ヌメリスギタケ（栽培品）

ヌメリスギタケモドキ

シメジモドキ

アミタケ

ホウキタケ

コウタケ

マイタケ

t
3
。
乳
6
．
α
a
5
a
α
t
5
α
α
α
a
a
3
。
鉱
7
。
6
．
翫
8
。
8
。
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表21主要食用キノコACE阻害（IC5。値）

　　　　　　　　　　　　　　　　　IC50
　No．　　　　　和名　　　　　　　　　　　　　　　　（mg／ml）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
栓
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

ウスヒラタケ

ヒラタケ

オオヒラタケ

サクラシメジ

スミゾメシメジ

ハタケシメジ

ホンシメジ

シロタモギタケ

ブナシメジ（市販品）

コムラサキシメジ

ニオウシメジ

ムキタケ

クリタケ

チャナメツムタケ

ナメコ

ヌメリスギタケ

ヌメリスギタケ（栽培品）

ヌメリスギタケモドキ

シメジモドキ

アミタケ

ホウキタケ

コウタケ

マイタケ

0．50

0．65

1．16

0。29

0．76

1．60

0．41

t16

0．71

0．70

1．50

0．35

2．25

0．06

0．11

0．41

0。56

0．25

0．24

1．03

IC5。：抽出された試料中の固形物

　　　ACE活性を50％阻害するのに必要な試料溶液濃度
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表22主要食用キノコACE阻害成分の透析性
　　　　　　　　　　　　　　　　　ACE阻害（％）

No、 和名 内液 外液

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

ウスヒラタケ

ヒラタケ

オオヒラタケ

サクラシメジ

スミゾメシメジ

ハタケシメジ

ホンシメジ

シロタモギタケ

ブナシメジ（市販品）

コムラサキシメジ

ニオウシメジ

ムキタケ

クリタケ

チャナメツムタケ

ナメコ

ヌメリスギタケ

ヌメリスギタケ（栽培品）

ヌメリスギタケモドキ

シメジモドキ

アミタケ

ホウキタケ

コウタケ

マイタケ

4
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表23主要食用キノコニコチアナミン（NA）量

No． 和名
　　NA量
（mg／dry　lOOg）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

ウスヒラタケ

ヒラタケ

オオヒラタケ

サクラシメジ

スミゾメシメジ

ハタケシメジ

ホンシメジ

シロタモギタケ

ブナシメジ（市販品）

コムラサキシメジ

ニオウシメジ

ムキタケ

クリタケ

チャナメツムタケ

ナメコ

ヌメリスギタケ

ヌメリスギタケ（栽培品）

ヌメリスギタケモドキ

シメジモドキ

アミタケ

ホウキタケ

コウタケ

マイタケ

13．2

28．7
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表24イッポンシメジ科・ホウキタケ科キノコニコチアナミン（NA）量

科　　　　　和名
　　NA量
（mg／dry　l　OOg）

イッポンシメジタマウリベニタケ

ホウキタケ　　コガネホウキタケ 34．3
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表25植物性食品試料（1）穀類・豆類・種実類

No． 分類 試料名 学名 科 属

1穀類
2

3

4

5

6

7

8

9豆類
le（一部野菜類含む）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

2◎

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36種実類

ゲンマイ

オオムギ

コムギ（全粒粉）

コーンフラワー

スイートコーン

ヒエ

ライムギ

アマランサス

サヤインゲン

ベニシボリ

アネッコマメ

タイフクインゲン

トラマメ

テボウ

タイショウキントキ

大福豆

キドニービーンズ

ムラサキハナマメ

シaハナマメ

サヤエンドウ

赤エンドウ

青エンドウ

リョクトウモヤシ

緑豆

小豆

大納言小豆

ダルマササゲ

ソラマメ

ナンテンハギ

エダマメ

トヨマサリダイズ

黒大豆

ナタマメ

ガルバンゾ

レンズマメ

クリ

◎鞘ノzas8ゼV81L

Hordeum　vulgare　L．

Tr輔cum　aestivum

Centaurea　cyanus

Zea　mays　L．　var．　saccharata　Sturt

Echinochlea　esculenta（A．8酬縫）H．　Scholz

Secale　ceroale

Arnaranthus　caudatus

Phaseolus　vulgaris　L

Phaseolus　vulgarisし

Phaseo』s　vulga丙s　L。

Phaseolus　vulga丙s　L

Phasoolus　vulgarisし

Phaseolus　vulga丙s　L

Phaseol“s　v秘lga6s　L

PhaseelUS　vulgaris　L

Phaseolus　wlgaris　L

Phaseolus　coccineus　L

Ph8seol麺s　coc6i籍e纏sし

Pisum　satlVUπ署

Pisum　sativum　L．

Pisum　sa廿vum　L．

Vigna　radiata（L）VVilc澱ek

Vigna　rradiata（L）V》ilczok

Vl9轟a　a轟9d麟s◎hwi＆◎haSki

Vigna　 ungUiculata　　　
L
．

Vigna　 ungUiculata

V韮cla　fabs　L

VIcla撚蓉継ga

Glycino　max

Glycino　max（L）MerrilI

GIycino　max（」）Menill

Canavalia　gladiata

Clcer　a6eゼ醗燐　L．

Lens　osculenta　Moonch

Castanoa　cronata

ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ユ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
メ
ナ

イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
ヒ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
マ
ブ

イネ

オオムギ

コムギ

トウモロコシ

トウモロコシ

ヒエ

ライムギ

ヒユ

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

インゲン

エンドウ

エンドウ

エンドウ

ササゲ

ササゲ

ササゲ

ササゲ

ササゲ

ソラマメ

ソラマメ

ダイズ

ダイズ

ダイズ

ナタマメ

ヒヨコマメ

ヒラマメ

クリ
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表26植物性食品試料（2）野菜類1

No． 分類 試料名 学名 科 属

37野菜類
38（いも類含む）

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

ミツバアケビ

ホウレンソウ

ブロッコリー

カブ

ナバナ

ハクサイ

コマツナ

キャベツ

ミズナ（キョウナ）

クレソン

ダイコン

ハワサビ

ハナワサビ

ウワバミソウ

コシアブラ

タラノメ

ウド

ズッキーニ

カボチヤ

キュウリ

アンデスメロン

オオダマスイカ

ニガウリ

クサソテツ（コゴミ）

レタス

チコリー

ヨブスマソウ

モミジガサ

ゴボウ

フキ（茎）

フキ（葉）

フキノトウ

ニリンソウ

ジュンサイ

アシタバ

セリ

にんじん

ボウフウ

ミツバ

Akebi　trifoliata

Spinacia　oleracea　L）

Brassica　oleracea　var．　italica

Brassica　rapa

Brassica　rapa　var．　B．　napus

Brassica　rapa　var．　glabra

Brassica　rapa　var．　peruviridis

Brassica　oleracoa　var．　capitata

Brassica　rapa　L　var．　nipposhica（LH．Bailey）Kitam

Nasturゼum　of「cinale　R．　Br㌦

Raphanus　sativus　L　var．　Iongipinnatus　LHBailey

Wasabia　jap◎nica

Wasabia　japOnica

U出caceae　E．　umbelIatum

Acanthopanax　soiadophy髄oides

㎞畠ia　 elate

Aralia　corda㎏

Cucurbita　pepo

Cucurbita　maxima

Cuoumis　sativus　L．

Cucumis　mob　L

Citrullus　lanatus

Momordica　charantia

Matteuccia　stn」thiopteris

Lactuca　sativa

Cichorium　intybus

Caca摘a　hastata　var．　orientalis

Cacalia　delphiniifolia

Arctium　lappa　L

Petasitesjaponious

Petasitesjaponicus

Petasitesjaponicus

Anemone　flaccida　F．Schmidt

Brasenia　schreberi

Angelica　keiskei

Oenanthe　javanica

Daucus　carota　L

GIehnia　Iittora弱s

Cryptotaeniajaponica

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

ビ
ザ
升
升
雰
雰
雰
雰
雰
ギ
ギ
ギ
　
　
　
ダ
　
　
　
　
誰

ケ
カ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ブ
ラ
コ
コ
コ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
シ
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ン
イ
リ
リ
リ
リ
リ

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
イ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
オ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
ス
セ
セ
セ
セ
セ

アケビ

ホウレンソウ

アブラナ

アブラナ

アブラナ

アブラナ

アブラナ

アブラナ

アブラナ

オランダガラシ

ダイコン

ワサビ

ワサビ

ウワバミソウ

ウコギ

タラノキ

タラノキ

カボテヤ

カボチヤ

キュウリ

キュウリ

スイカ

ツルレイシ

クサソテツ

アキノノゲシ

キクニガナ

コウモリソウ

コウモリソウ

ゴボウ

フキ

フキ

フキ

イチリンソウ

ジュンサイ

シシウド

セリ

ニンジン

ハマボウフウ

ミツバ
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表27
　No．

植物性食品試料（3）野菜類2

分類 試料名 学名 科 属

76野菜類
77（いも類含む）

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

イタドリ

タデ（ヤナギタデ）

ルバーブ

ツクシ

トマト

ナス

ジャガイモ（ワセシロ）

ジャガイモ（ベニアカリ）

Polygonum　cuspidatum

Persicaha　hydropiper

Rrhabarbarum

Equisotum　ar》ense

Solanum　lycopersicum

Solanum　melongena

Solanum　tuberosumし．

Solanum　tuber◎sum　L．

ジャガイモ（ホッカイコガネSolanum　tuberosum　L

ジャガイモ（ダンシャク）　Solanum　tuberosum　L

ジャガイモ（メークイン）　Solanum　tuborosum　L

サツマイモ

アスパラガス

ホワイトアスパラガス

カタクリ

ギボウシ（うるい）

シオデ

タチシオデ

アサツキ

ギョウジャニンニンク

ノビル

ニラ

リーキ

タマネギ

ナガネギ

ヤブカンゾウ

1pomooa　batatasし．

Asparagus　of而cinalis　var．　a｝ヒilis

Asparagus　of偏cinalis　var．　alti量is

Erythronium　japonicum

Hosta　SPP

Smilax　ripa肖a　var．　ussuriensis．

Smilax　nipPonica　Miq．

A網ium　fistulosum

Allium　victorielis　L．　subsp．　platyphyllum　Hu忙en

AIIium　macrostemon

AHium　tuberosum

Allium　ampeloprasum　var．　pomjm、　syn．　A．　pomm

Allium　cepa

Allium　fistulosum

Hemerocallis　fUlva　var．　kwanso

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

好
好
好
防
禁
蛮
禁
論
端
謂
端
謂
副
副
端
謂

イタドリ

タデ

レウム

トクサ

トマト

ナス

ナス

ナス

ナス

ナス

ナス

サツマイモ

アスパラガス

アスパラガス

カタクリ

ギボウシ

シオデ

シオデ

ネギ

ネギ

ネギ

ネギ

ネギ

ネギ

ネギ

ワスレグサ
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表28植物性食品試料（4）果実類

　No．　　　分類　　　　　　　試料名 学名 科 属

給2果実類
103

104

105

106

給7

108

109

110

壌れ

112

113

114

壌15

116

判7

118

壌壌9

120

121

122

123

124

ジraウガキ

イチジク

ブルーベリー

パインアツプル

バナナ

イチゴ（女峰）

モモ（山根白桃）

スモモ

ナシ（コウスイ）

リンゴ（フジ）

キウイフルーツ

キ珊ホウ

デラウェア

レットグP一ブ

甲斐路

ベリーA

ネオマスカット

種なしピオーネ

レモン

サンショウ

グレープフルーツ

ウンシュウミカン

ネーブルオレンジ

Diospyros　kakiし

Ficus　carica

Vaccinium　SPP．

Ananas　oomosus

Musa　SPP．

Fragaria　×　a轟ε轟8ssa

Amygdalus　persica

Prunus　salicha

Pyrus　pyrifolia　var．　cuh8

MalUS　pum鍵e　var　demestica

Actinidia　deliciosa

VitiS　SPP．

Vitis　SPP．

Vkis　SPP．

VitiS　spp．

VitiS　SPP．

Vltis　vinifera

Vitis　spρ．

Citrus　limon

Zanthoxylum　piperitum

Citrus　pamdisi

Citrus　unshiu

Clt汽毒s　si鈴e織sis　Osbeolくv8「，

カキノキ　　カキノキ

クワ　　　　イチジク

ツツジ　　　スノキ

パイナップルアナナス

バショウ

バラ

バラ

バラ

バラ

バラ

マタタビ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ミカン

ミカン

ミカン

ミカン

ミカン

バショウ

オランダイチゴ

サクラ

サクラ

ナシ

リンゴ

マタタビ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

ブドウ

キトルス

サンショウ

ミカン

ミカン

ミカン
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表29植物性食品試料数（科による分類）

　　　　分類　　　　　　　科　　　　試料数

穀類

豆類
（一部野菜類含む）

種実類

野菜類

（いも類含む）

果実類

イネ

ヒユ

マメ

ブナ

アケビ

アカザ

アブラナ

イラクサ

ウコギ

ウリ

オシダ

キク

キンポウゲ

スイレン

セリ

タデ

トクサ

ナス

ヒルガオ

ユリ

カキノキ

クワ

ツツジ

パイナップル

バショウ

バラ

ブドウ

マタタビ

ミカン

7
4
↓
ー

ハ
∠
　
　
　
　

噌
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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表30植物性食品ACE阻害（1）穀類・豆類・種実類

N・・ @分類　　試料名　藷）
1穀類　　　　　　　ゲンマイ

2　　　　　　　　　オオムギ

3　　　　　　　　　＝1ムギ（全粒粉）

4　　　　　　　　　　　コーンフラワー

5　　　　　　　　　スイートコーン

6　　　　　　　　　　　ヒエ

7　　　　　　　　　ライムギ

8　　　　　　　　　　アマランサス

9豆類　　　　　　サヤインゲン

10（一部野菜類含む）ベニシボリ

11　　　　　　　　　アネッ：1マメ

12　　　　　　　　　タイフクインゲン

13　　　　　　　　　　トラマメ

14　　　　　　　　　テボウ

15　　　　　　　　　タイショウキントキ

16　　　　　　　　　大福豆

17　　　　　　　　　キドニービーンズ

18　　　　　　　　　ムラサキハナマメ

19　　　　　　　　　シロハナマメ

20　　　　　　　　　サヤエンドウ

21　　　　　　　　　赤エンドウ

22　　　　　　　　　青エンドウ

23　　　　　　　　　　リョクトウモヤシ

24　　　　　　　　　緑豆

25　　　　　　　　　　小豆

26　　　　　　　　　大納言小豆

27　　　　　　　　　ダルマササゲ

28　　　　　　　　　　ソラマメ

29　　　　　　　　　ナンテンハギ

30　　　　　　　　　エダマメ

31　　　　　　　　　トヨマサリダイズ

32　　　　　　　　　黒大豆

33　　　　　　　　　ナタマメ

34　　　　　　　　　ガルバンゾ

35　　　　　　　　　レンズマメ

36種実類　　　　　　クリ

7
7
2
7
3
3
£
£
3
3
」
」
翁
4
五
’
6
9
5
つ
7
4
」
3
2
7
万
7
3
3
7
2
β
’
4
3
’
9
2
」
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0
7
5
7
4
8
0
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6
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8
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5
6
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表31植物性食品ACE阻害（2）野菜類1

No． 分類 試料名

37野菜類
38（いも類含む）

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

ミツバアケビ

ホウレンソウ

プロツコリー

カブ

ナバナ

ハクサイ

コマツナ

キャベツ

ミズナ（キョウナ）

クレソン

ダイコン

ハワサビ

ハナワサビ

ウワバミソウ

コシアブラ

タラノメ

ウド

ズッキーニ

カボチャ

キュウリ

アンデスメロン

オオダマスイカ

ニガウリ

クサソテツ（コゴミ）

レタス

チコリー

ヨブスマソウ

モミジガサ

ゴボウ

フキ（茎）

フキ（葉）

フキノトウ

ニリンソウ

ジュンサイ

アシタバ

セリ

にんじん

ボウフウ

ミツバ
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ACE
阻害（％）

髪
幾
欝
飛
憎
8
3
麗
朧
鷲
説
鯉
獅
譜
螂
翻
謝
職
鰯
脚
謝
a
β
灘



表32植物性食品ACE阻害（3）野菜類2

No． 分類 試料名 ACE
阻害（％）

76野菜類
77（いも類含む）

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

イタドリ

タデ（ヤナギタデ）

ルバーブ

ツクシ

トマト

ナス

ジヤガイモ（ワセシロ）

ジャガイモ（べニアカリ）

ジャガイモ（ポッカイコガネ

ジャガイモ（ダンシャク）

ジャガイモ（メークイン）

サツマイモ

アスパラガス

ホワイトアスパラガス

カタクリ

ギボウシ（うるい）

シオデ

タチシオデ

アサツキ

ギョウジャニンニンク

ノビル

ニラ

リーキ

タマネギ

ナガネギ

ヤブカンゾウ
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表33植物性食品ACE阻害（4）果実類

No． 分類 試料名 ACE
阻害（％）

102果実類
103

104

105

106

107

1e8

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

ジロウガキ

イチジク

ブルーベリー

パインアツプル

バナナ

イチゴ（女峰）

モモ（山根白桃）

スモモ

ナシ（コウスイ）

リンゴ（フジ）

キウイフルーツ

キョホウ

デラウェア

レットグローブ

甲斐路

ベリーA

ネオマスカット

種なしピオーネ

レモン

サンショウ

グレープフルーツ

ウンシュウミカン

ネーブルオレンジ

1
8
　
2
　
7
3
2
1
　
4
5
5
5
2
1
1
1
　
7
4
1
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表34植物性食品ACE阻害平均（科による分類）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ACE阻害

穀類

豆類
（一部野菜類含む）

種実類

野菜類

（いも類含む）

果実類

イネ

ヒユ

マメ

ブナ

アケビ

アカザ

アブラナ

イラクサ

ウコギ

ウリ

オシダ

キク

キンポウゲ

スイレン

セリ

タデ

トクサ

ナス

ヒルガオ

ユリ

カキノキ

クワ

ツツジ

パイナップル

バショウ

バラ

ブドウ

マタタビ

ミカン
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4
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1
　

1
　
　
　
7
　
5
6
　
6
　
　
7
4
　
9
　
2
　
　
　
　
　
3
4
　
7

「
一
6
一
一
一
6
一
7
5
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7
暉
一
6
5
一
6
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5
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一
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一
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3
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表35植物性食品ニコチアナミン（NA）量
　　　　　　　　　　　　　　　　　NA量

37ミツバアケビ

62チコリー

30エダマメ

82ジャガイモ（ワセシロ）

9サヤインゲン

65ゴボウ

66フキ（茎）

23リョクトウモヤシ

52タラノメ

88アスパラガス

1　8．7

30．0

12．6

12．4

35．7

27．6

6．8

28．0

74．8

0．0

ACE阻害を強く示した上位10品
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表36豆類試料
属 名称 分類 産地

インゲン 大福豆

大福インゲン

大正金時

手亡

キドニービーンズ

アネッコマメ

虎豆

紅しぼり

白花豆

紫花豆

全粒乾

北海道

北海道

北海道

北海道

アメリカ

北海道

北海道

北海道

北海道

群馬

サヤインゲン 若ざや生 鹿児島

サヤインゲンa

サヤインゲンb
若ざや冷凍

北海道

中国

エンドウ 青えんどう

赤えんどう
全粒乾

北海道

北海遭

絹さや

スナップエンドウ

グリーンピース

若ざや生

若ざや生

生

鹿児島

鹿児島

鹿児島

ササゲ 小豆

大納言小豆

ダルマササゲ

緑豆

黒目豆

全粒乾

北海道

北海遵

岡山

中国

北海遭

ソラマメ そら豆 全粒乾 アメリカ

そら豆 未熟豆生 鹿児島

そら豆 未熟豆ゆで・冷凍 中国

ダイズ 極小スズ豆大豆

鶴姫大豆

鶴娘大豆

丹波黒大豆

光黒大豆

青大豆

全粒乾

北海道

北海遭

北海遭

岡山

北海進

宮城

励
飾
枝
枝

生 馬
玉
群
埼

枝豆c

枝豆d

黒豆枝豆

茶豆

ゆで冷凍

国
国
国
国

申
中
中
中

ナタマメ ナタマメ 全粒乾 中国

ヒヨコマメ ガルバンゾ 全粒乾 アメリカ

ヒラマメ レンズ豆 全粒乾 アメリカ
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表37豆類ACE阻害

属 晶名
ACE阻害
　（％）

インゲン 大福豆

大福インゲン

大正金時

手亡

キドニービーンズ

アネッコマメ

虎豆

紅しぼり

白花豆

紫花豆

6
5
1
0
8
0
遷
8
1
5

α
3
2
4
7
4
3
4
0
7

8
8
8
8
7
7
8
8
8
8

サヤインゲン 80．8

サヤインゲンa

サヤインゲンb

71，3

83．5

ヱンドウ 青えんどう

赤えんどう

81．0

86．3

絹さや

スナップエンドウ

グリーンピース

90．3

86．7

89．9

ササゲ 小豆

大納言小豆

ダルマササゲ

緑豆

黒目豆

69，4

78．8

78．i

40．1

54．5

ソラマメ そら豆 82．5

そら豆 86．2

そら豆 89．4

ダイズ 極小スズ豆大豆

鶴姫大豆

鶴娘大豆

丹波黒大豆

光黒大豆

青大豆

90．3

87．4

89．1

88．6

81．6

88．1

　
　
ロ
リ

豆
豆
枝
枝

89．7

84．5

枝豆c

枝豆d

黒豆枝豆

茶豆

88．1

86．1

89．5

89．6

ナタマメ ナタマメ 0．4

ヒヨコマメ ガルバンゾ 79．6

ヒラマメ レンズ豆 88．7
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測定条件：反応混合液に乾燥試料
O．5mgに相当する抽出液を加えた。



表38豆類ACE阻害（IC5。値）

属 品名
　　　　icso
（mg／mし反応混合液中）

インゲン 大福豆

大福インゲン

大正金時

手亡

キドニービーンズ

アネッコマメ

虎豆

紅しぼり

白花豆

紫花豆

α08

0．09

0。η

0．11

0．11

0．08

0。望2

0．08

0．08

α06

サヤインゲン 0．13

サヤインゲンa

サヤインゲンb

0．38

0．13

エンドウ 青えんどう

赤えんどう

0．11

0．11

絹さや

スナップエンドウ

グリーンピース

0．07

0。07

0．06

ササゲ 小豆

大納言小豆

ダルマササゲ

緑豆

黒目豆

0．18

0．30

0．35

0．55

0．58

ソラマメ そら豆 0．12

そら豆 0．08

そら豆 0．08

ダイズ 極小スズ豆大豆

鶴姫大豆

鶴娘大豆

丹波黒大豆

光黒大豆

青大豆

0．12

0．碧

0．06

0．13

0．08

0．13

亜
動
枝
枝

O．12

0．12

枝豆c

枝豆d

黒豆枝豆

茶豆

e．09

0．13

0．08

0．10

ナタマメ ナタマメ ＞1．50

ヒヨコマメ ガルバンゾ 0．25

ヒラマメ レンズ豆 0．22
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表39豆類
属

ニコチアナミン（NA）量

　　　　品名　吋鶴。。、）

インゲン 大福豆

大福インゲン

大正金時

手亡

キドニービーンズ

7ネッコマメ

虎豆

紅しぼり

白花豆

紫花豆

0
4
2
0
2
2
7
肇
6
9

9
2
1
8
3
8
9
3
1
③

4
3
3
2
3
4
2
5
3
3

サヤインゲン 34．6

サヤインゲンa

サヤインゲンb

24．2

36．5

エンドウ 青えんどう

赤えんどう

37．1

43．4

絹さや

スナップエンドウ

グリーンピース

77．0

38．4

36．7

ササゲ 小豆

大納言小豆

ダルマササゲ

緑豆

黒目豆

24．0

23．4

19．8

重3．3

13．3

ソラマメ そら豆 2C．9

そら豆 30、6

そら豆 25．1

ダイズ 極小スズ豆大豆

鶴姫大豆

鶴娘大豆

丹波黒大豆

光黒大豆

青大豆

32．9

37．1

44．6

39．0

38．3

44．9

　
　
　

豆
豆
枝
枝

48．1

50．7

枝豆c

枝豆d

黒豆枝豆

茶豆

27．3

27，8

28．1

35．i

ナタマメ ナタマメ 11．9

ヒヨコマメ ガルバンゾ 31．5

ヒラマメ レンズ豆 36．0
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